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はじめに 

女性の健康は生涯を通じて身体的・精神的に女性ホルモンの動態に大きな影響を受ける

ため、男性とは異なる特徴を持つことを正しく理解することが必要です。一方、近年、女

性の社会進出に伴い、就労環境は整備されつつありますが、月経に伴う心身の不調、子宮

や乳房のがん、更年期障害などといった女性特有の疾患や、妊娠・出産といったリプロダ

クティブ・ヘルス／ライツの視点を考慮した健康支援をできる人材育成やその組織、仕組

みの構築は十分に行われていません。 

 日本人女性の平均寿命と健康寿命の差は 12.4歳であり、この差を縮めることがとても重

要です。しかしながら、わが国における女性の健康支援は、現在、疾病治療やスクリーニ

ングが中心で、団体ごと（医療、企業、学校、地域、自治体など）、診療専門科ごと（内

科、産婦人科、小児科、精神科・整形外科など）、職域ごと（医師、看護師、薬剤師、保

健師、養護教諭など）に縦割りに展開されており、これらの組織をシームレスに繋ぎ、女

性の健康を包括的に支援する人材育成と体制をつくることが大切です。さらには、リプロ

ダクティブ・ヘルス／ライツを考慮しつつ、若い世代の女性にプレコンセプションケア

（妊娠や次の世代の健康を考慮したヘルスケア）の概念を浸透させることも、今後の重要

な課題の一つです。 

 「まるっと！ 女性の健康支援教育プログラム」は、これらの課題を解決することと、

生涯を通じた女性の健康の保持増進を図れる人材の育成に貢献することを目的に開発し

た、女性の健康を包括的に支援するプログラムです。「包括的」とは、「部分的ではなく

全ての要素を網羅している」という意味を持ちます。 

女性の健康を支援する立場にある、幅広い分野の専門職（小児科医・産婦人科医・内科

医等の医師、保健師・助産師・看護師）、教育（養護教諭・保健体育・栄養教諭等）、産

業（人事・保健スタッフ等）の方々にぜひご活用いただければ幸甚です。 
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1. まるっと！女性の健康教育プログラムについて 

「まるっと！女性の健康教育プログラム」5歳から 18歳までは、「国際セクシュアリテ

ィ教育ガイダンス改訂版（UNESCO）」1に基づき、年齢ごとに【レベル 1：（5-8

歳）】、【レベル 2：（8-12歳）】、【レベル 3：（12-15歳）】、【レベル 4：（15-18

歳）】に分け、さらに 18歳以上の女性を【レベル５①：18歳～40歳代前半】性成熟期、

【レベル5 ②：40歳以上】プレ更年期～老年期の２段階に分けて作成しています。 

 

 

 

 

 

 

図表１ まるっと！女性の健康教育プログラムの概要 

 

5歳から 18歳までは、生涯にわたる健康の基盤となる心身を形成する重要な時期であ

り、女性のからだと心・月経周期等その重要性の理解、月経異常の見極めによる疾患の早

期発見、栄養や体重管理及び運動と女性ホルモンへの影響、などに関するヘルスリテラシ

ーを向上させる教育、予期せぬ妊娠や性感染症の予防などに関する教育も重要です。 

18歳からは、妊娠・出産年齢である「性成熟期」と「プレ更年期～老年期」の 2つのス

テージに分け、「性成熟期」の女性の健康には「母児の死亡率と罹病率を減少させ るた

めのプレコンセプションケアグローバルコンセンサス会議」(世界保健機関、2012)2の内容

を取り入れ、女性自身や次の世代となる子どもたちの健康に関連した「健康増進法」や

「男女共同参画社会基本法」等の我が国の法律に基づき、これらの 2つのステージで動画

やテキストを作成しています。 

また、女性の健康支援者のために、まるっと！女性の健康支援「女性の健康支援者のた

めのテキストブック」（https://marutto -woman.jp/textbook/ ）を作成しました。内容は、

Q&A 方式で、女性のライフステージごと、項目ごとにわかりやすく解説しています。女

性の健康に関する知識を向上させ、実際の教材を使用しながら、横断的・予防医学的・包

括的に女性の健康支援を行うためにご活用ください。 

 

 
1 United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization (UNESCO) et al. (2018). International technical 

guidance on sexuality education: an evidence-informed approach. Retrieved from: 

https://doi.org/10.54675/UQRM6395  
2 World Health Organization (WHO) (2013). Meeting to develop a global consensus on preconception care to 

reduce maternal and childhood mortality and morbidity: World Health Organization Headquarters, Geneva, 6–7 

February 2012: meeting report. Retrieved from: https://iris.who.int/handle/10665/78067  

 

https://marutto-woman.jp/textbook/
https://doi.org/10.54675/UQRM6395
https://iris.who.int/handle/10665/78067
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2. 国際セクシュアリティ教育ガイダンスについて 

2-1. 国際セクシュアリティ教育ガイダンスのキーコンセプト 

 国際セクシュアリティ教育ガイダンスは８つのキーコンセプトで構成されています。 

 

図 ８つのキーコンセプト、トピック、目標の全体像 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/chiikiigaku/36/4/36_40/_pdf/ -char/ja  

 

2018年に出版された改訂版では 3.ジェンダーの理解、4.暴力と安全の確保が追加されま

した。改訂版は、SDGsが示す新たな開発の枠組みが前提となっており、最新の科学的根

拠だけでなく、数多くの国際的な人権に関する文書を確固たる基盤とし、より「性の権

利」や「人権の保障」という観点が強化されました。 

国際セクシュアリティ教育ガイダンスの前提の１つ目は、セクシュアリティは、人間の

生涯にわたる基本的な要素であり、身体的、心理的、社会的、経済的、政治的、文化的な

側面をもっているということです。つまり、セクシュアリティの捉え方が「包括的」とい

う性教育につながります。２つ目は、セクシュアリティはジェンダーとの関連なしに理解

することができないということです。ジェンダーによる差別や平等実現のための課題を考

えることは、包括的性教育において重要な位置を占めています。３つ目は、多様性はセク

シュアリティの基本であるということです。性の多様性だけでなく、からだの多様性、家

族の多様性、友だちの多様性など、包括的性教育の具体的課題の中で多様性は一貫してい

https://www.jstage.jst.go.jp/article/chiikiigaku/36/4/36_40/_pdf/-char/ja
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ます。４つ目は、性的行動を決定する基準は、文化によっても、同じ文化の中でも大きく

異なるということです。重要なことは「議論する」ということです。「正しい」規範を示

すことではなく、自ら考え、議論しながら自分自身の価値観を形成し、自分の行動を自分

で決定していくという学習過程・教育方法のあり方に大きく影響する前提です。 

 包括的性教育は「道徳的規範」を押しつける「性道徳教育」とは全く異なります。 

 

2-2. 国際セクシュアリティ教育ガイダンスの目的 

国際セクシュアリティ教育は、下記の目的を達成させることを目指しています。 

①知識、スキル、態度、価値観を身につけさせること 

②子ども・若者の健康とウェルビーイング（幸福）、尊厳を実現すること 

③子ども・若者たちが尊重しあう社会的・性的関係を育むこと 

④子ども若者たちの選択が、自分自身と他者のウェルビーイング（幸福）にどのように影

響するかを考えること 

⑤子ども・若者たちが生涯を通じて自らの権利を守ることを理解すること 
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3. 女性の健康の包括的支援について 

近年、女性の高学歴化および就業率の上昇に伴う晩婚・晩産化など、社会環境の急激な

変化の影響を受け、女性の健康問題が多様・複雑化しています。さらには、日本人女性の

平均寿命は 87.45歳（令和元年）で過去最高の長寿を誇っています。しかし、厚生労働省

が３年に一度、都道府県ごとに実施している国民生活基礎調査の健康寿命（健康上の問題

で日常生活を制限されることなく過ごせる期間）は、74.79歳（平成 28年）であり、同年

の平均寿命（87.14歳）と比べると、12.35年の差があるため、女性の健康寿命を延伸させ

る支援が必要となってきます。女性の健康の包括的支援とは、女性が生涯を通じて健康で

美しく、生活の質（QOL）を維持・向上しながら活躍できるように、ライフステージに応

じて大きく変化する女性ホルモン特性を考慮し、生涯にわたり包括的に行う支援です。 

また「性差医療」とは、1980年代終わり頃から欧米を中心に提唱されてきた医療で、疾

患の背景にある性差を考慮した新しい医学・医療のことをいいます。女性の健康の包括的

支援を行う場合、女性の疾患の背景、特に性ホルモンの分泌動態に注目し診断、治療、予

防措置の知識をもち、支援することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 女性ホルモンの特性 

出典：女性の健康支援者のための TEXT BOOK「Ｑ２『性差医療』についてｐ10－11」より 
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4. 女性の健康支援・教育に関わる法律・事業 

包括的な女性の健康教育は、持続可能な活力ある我が国の社会を次世代に引き継ぐこと

を大きな目標とされ、健康の指針となる成育基本法、健康増進法、男女共同参画社会基本

法などに基づき行う必要があります。下図を参考に生涯にわたる女性の健康の包括的な健

康教育を切れ目なく支援することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 女性の健康の包括的支援と各種法律 

出典：女性の健康支援者のための TEXT BOOK「Ｑ７女性の健康の包括的支援ｐ24－25」より 

  

 



7 

 

5. 女性の健康の包括的支援の実践に向けて 

生涯を通じた女性の健康づくりを地域で実践するためには、女性の心身の状態が人生の

各段階に応じて大きく変化するという特性に着目した対策が必要です。市民が自らの女性

の健康に関心を持ち、日常生活の中や医療や健康サービスを気軽に受けられる地域健康づ

くりと支援が重要となります。各地域の女性の健康課題を十分に把握し、様々な医学の診

療科・行政・地域・教育機関・家庭が連携し、女性のライフステージと性差を考慮しなが

ら、途切れのない支援ができる人材育成と支援体制をつくり、実践することが大切です。

そして、その効果を評価し、女性の健康を推進するための具体的かつ効果的な対策を図っ

ていく、つまり、PDCAサイクルを循環させていくことが求められます。 

5-1. 地域における女性の健康の包括的支援 

1. 疫学的診断 

・ 集団における健康問題の発見と決定（記述疫学） 

・ 健康問題を規定している要因（自然史）の追求 

2. 対策の樹立 

・ 実施すべき予防水準（1次予防、2次予防、3次予防）を決定する 

・ 資源と費用を見積もる 

3. 医療機関、保健機関、福祉機関、行政機関、住民組織、ボランティア 

4. 費用 

・ 優先順位の確認: 他の健康問題と比較して、当該健康問題が優先されるべきかどうかを

確認する。対策を実施していくべきかどうかを再確認する。 

5. 対策の実施 

・ 目的を明確にする 

・ 連携: 医療機関、保健機関、福祉機関、行政機関、住民組織とこれらに従事している

人々、ボランティアが連携して、一体となって対策を実施する 

・ 対策を実施する 

6. 評価(疫学的評価) 

・ 入力、出力、結果、効果に基づいた疫学的評価を定期的に実施する 

・ 得られた結果、効果と目的との差を明らかにする。得られた知識と既存の知識との差

を明らかにする。 
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・ 当該健康問題が解決に至らない場合には、評価に基づいて、前のステップにもどる。

循環過程を繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４ 健康支援のサイクル 

出典：女性の健康支援者のための TEXT BOOK 

「Ｑ3 地域における女性の健康の包括的支援ｐ12－13」より 

 

 

地域における女性の健康の包括的支援の目的 

 市民が自らの女性の健康に関心を持ち、日常生活の中や医療や健康サービスを気軽に受

けられる地域健康づくりのために、対象地域の女性の健康課題を評価・モニタリングデー

タ等で十分に分析し、その地域の集団においてどのような女性の健康課題があるかを明確

にし、PDCA（計画（Plan）⇒実施（Do）⇒評価（Check）⇒改善（Action））サイクル

（図表５）を意識した支援事業を環状させることが大切です。その上で、女性のライフス

テージと性差を考慮しながら、様々な医学の診療科・行政・地域・教育機関・家庭が連携

し、途切れのない支援ができる人材育成と包括的な支援体制をつくることで、女性特有の

疾患の有病者・予備軍を減少させ、健やかに自分らしく、イキイキと生きる女性を増やす

ことが求められます。 
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図表５ 保健事業（健診・保健指導）の PDCAサイクル 

出典：女性の健康支援者のための TEXT BOOK 

「Ｑ3 地域における女性の健康の包括的支援ｐ14－15」より 
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5-2. 小児・思春期における「健康教育」について 

現代の子どもたちの成育環境には、健やかな成長を阻む様々な問題があります。例え

ば、遊ぶ時間、空間、仲間の減少、電化された生活様式による身体活動量の低下、健康情

報の氾濫、運動する子としない子の二極化などです。こうした背景を踏まえ、新学習指導

要領は、単独の教科だけでなく、教育活動全体を通して、子どもたちの健やかな体づくり

を推進する方向性を「総則」に示しています。これを踏まえて、各学校では、子どもたち

の実態に応じて、学校の教育課程（Curriculum）を編成しますが、その際、学校医の指

導・助言を得ながら、保護者や地域と連携して、地域全体で楽しみながら健康づくりをす

るよう健康教育の計画を立て、実践することが期待されます。 

子どもたちは、一日の多くの時間を学校で過ごします。学校には、校庭や体育館などの

安全な空間があり、仲間がいます。ですから、授業時間の活用はもちろん、それだけでな

く、始業前の時間や休み時間、集会や行事の時間などを活用して、子どもの遊びや身体活

動を増やしていくよう工夫することも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スポーツライフ】 

体育科の授業では 

 運動の楽しさや喜びを味わえるよう学習過程を工夫しました。子どもが自分の健康課題

を見付け、進んで解決する活動ができるように指導します。また、運動が苦手だと感じて

いる子どもに配慮し、友達の励ましも得ながら、体を動かす楽しさや爽快感を得られるよ

う指導します。 

新学習指導要領 総則第 1 章の２の（3） 

学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育

活動全体を通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実

現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体力の向

上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導について

は，体育科，家庭科及び特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び総

合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。ま

た，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適

切な体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送

るための基礎が培われるよう配慮すること。 

引用：文部科学省 小学校学習指導要領 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm 
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体育的活動では登校後、運動場を使って朝遊びができるようにしたり、得意な種目に自

由にチャレンジしたりできるようにします。保護者や地域の高齢者にも参加していただ

き、独自のエクササイズを開発して実施したり、縄跳びのプロの指導のもと、跳ぶことを

楽しんだりもします。 

地域活動では 

 校庭を使って、幼児から高齢者まで参加する地域運動会を開催し、自分の体力に応じた

競技に参加して楽しむ活動を続けています。また、サッカーや野球などの地域スポーツと

の連携をしています。 

【食育】 

食育全体計画の見直し 

 健康づくりに欠かせない食については、一つの教科だけでなく、いろいろな教科で指導

しますが、食育の指導内容を相互に関連付けて指導していくと効果的です。 

家庭科の授業では 

 自分の食生活の課題を見出し解決する実生活に即した学習を通して、食を通して自分や

家族の健康づくりができるように指導します。例えば、単元「栄養バランスを考えて１食

分の献立を考えよう」の授業では、家族の好みや季節を考慮して、栄養バランスの良い献

立をつくり、実際に実習する指導をします。 

給食指導では 

 健康に良い食事のとり方を、毎日の給食を通して学びます。リザーブ給食やセレクト給

食など、選択できる献立や食材なども取り入れて、食と健康について具体的に学べるよう

指導します。また、地域の方々を招いて、献立の紹介をして会食をし、共に健康について

考えていく機会としています。 

【ライフスキル】 

健康維持力では 

 健康な生活、体の発達、心の健康、怪我や病気の予防について具体的に指導します。例

えば、「がん教育」について、正しい理解を深めるよう学校医と担任とのティームティー

チングで指導します。また、「生活習慣」や「性教育」について、学年に応じて指導しま

す。 

対人関係スキルでは 

 様々な活動を通して対人関係スキルを学び、健康的な人間関係を築けるよう指導しま

す。 

気持ちのコントロールでは 

 怒りや不安の解消やストレス解消の必要性を理解し、建設的で効果的に対処できるよう

導き、運動もその一つであることを指導します。 
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6. 包括的な女性の健康教育の教材について 

女性のからだと心は、小児期、思春期、妊娠・出産期（性成熟期）、更年期、老年期と

いった、ライフステージごとに大きく変化するという特性があることから、女性が、心身

及びその健康について主体的に行動し、正確な知識・情報を入手できる教育を行うことが

必要であります。また、身体的な性差を男女が十分に理解し合い、人権を尊重しつつ、相

手に対する思いやりを持って生きていくこと「リプロダクティプ・ヘルス/ライツ」(性と

生殖に関する健康と 権利)の視点を取り入れた健康教育を行うことも重要です。さらに、

長期的、継続的かつ包括的な観点に立って女性の健康の増進を支援するために、健康増進

法（平成 14年法律第 103号）に基づいた国民の健康の増進の総合的な推進を図るための

基本的な方針（平成 24 年厚生労働省告示第 430号、「健康日本 21（第二次）」）、男

女共同参画社会基本法(平成 11年 6月 23日法律第 78号)に基づいた第 5次男女共同参画

基本計画策定、成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医療等を

切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律（成育基本法）(平成 30年法

律第 104号)に基づいた成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な

方針（令和 3年 2月閣議決定）、性犯罪・性暴力対策の強化の方針令和 2年 6月決定)等

の政府方針に基づき、持続可能な活力ある我が国社会を次世代に引き継ぐことを大きな目

標として、生涯にわたる女性の健康の包括的な健康教育を切れ目なく提供しなくてはなり

ません。 

海外では UNESCO が発刊した「国際セクシュアリティ教育ガイダンス 2018年改訂

版」で示されている国際基準に基づいた包括的セクシュアリティ教育が実施されたうえ

で、思春期以降の性成熟期の健康教育が存在しています。日本では、残念ながらこの国際

標準である包括的性教育が十分に行われている状況とはいえません。「国際セクシュアリ

ティ教育ガイダンス 2018年改訂版」では、8つのキーコンセプトである(1) 人間関係、

(2) 価値・権利・文化・セクシュアリティ、(3) ジェンダーの理解、(4) 暴力と安全の確

保、(5) 健康と幸福のためのスキル、(6) 人間のからだと発達、(7) セクシュアリティと

性的行動、(8) 性と生殖に関する健康、をレベル１（5～8歳）、レベル２（9～12歳）、

レベル３（12～15歳）、レベル 4（15～18歳）の４つのステップ毎にスパイラルに進め

ることによって、子どもと若者の健康と幸福（Well Being)、尊厳の実現を目指しています

3。この教育は、前思春期から思春期の子どもたちにとって、身近な「自分事」である問題

に対する包括的性教育であり健康教育の礎となります。本教育を日本の健康教育にとりい

れることは、日本での女性の健康に対するヘルスリテラシーを向上させるのみならず全て

の国民のヘルスリテラシー向上につながる可能性があります。本研究で開発した教育プロ

グラムは、日本で未採用である「国際セクシュアリティ教育ガイダンス 2018年改訂版」

 
3 UNESCO (2016). Retrieved from: 

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/kenkounippon21_03.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/kenkounippon21_03.pdf
https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/5th/pdf/print.pdf
https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/5th/pdf/print.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000735844.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000735844.pdf
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/seibouryoku/pdf/policy_02.pdf
https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167?fbclid=IwAR3M2Rdlc0G1EjLfYDUgo5UyexVF9oMavcZDDtpYoGsauNXmYm12yG8w-B8
https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167?fbclid=IwAR3M2Rdlc0G1EjLfYDUgo5UyexVF9oMavcZDDtpYoGsauNXmYm12yG8w-B8
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の８つのキーコンセプトを全てのレベルの年代において補完しながら女性の健康教育を実

施することを大きな目標としています。さらに、思春期から性成熟期の女性に対しては、

世界保健機関によってまとめられた「母児の死亡率と罹病率を減少させるためのプレコン

セプションケアグローバルコンセンサス会議」(2012)の内容を参考にしてプログラムを作

成しました。 

また、本健康教育講座を実施することによって、2015年 9月の国連サミットで全会一致

採択された「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため

の、2030年を年限とする 17の持続可能な開発目標（SDGs）のうちゴール 3「すべての人

に健康と福祉を」およびゴール 4「質の高い教育をみんなに」の達成への貢献となること

はいうまでもあります。 

各年齢グループに合わせた指導用資料「まるっと ！女性の健康教育－支援者のための

教育指導案」と合わせて、学校・地域・保健現場・職域等でも広くご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1. レベル 1 (5 歳～8歳)  ～未就学児から小学校低学年まで～ 

前述のように国際セクシュアリティ教育ガイダンスでは、８つの主要なキーコンセプト

を４つの年齢グループ（５～８歳、９～12歳、12～15歳、15～18歳以上）に分けていま

す。学習目標は段階的であり、年齢が若い生徒にはより基本的な情報を、高度な認知能力

が不要なアクティビティを通じて伝えることが求められます。 

すべての情報は学習者の認知能力に適合させる必要があり、知的障がいや学習障がいの

ある子どもや若者にも留意する必要があります。また、学習者の発達段階や既存の知識、

 

https://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/78067/9789241505000_eng.pdf?sequence=1
https://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/78067/9789241505000_eng.pdf?sequence=1
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000101401.pdf
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態度、スキルのレベルが異なることも考慮する必要があります。さらには、地域によって

子どもや若者の性と生殖に関する健康ニーズや関心が異なることにも考慮が必要です。 

このため、カリキュラムや教材、プログラムの開発においては、それぞれの学習目標が

対象とする年齢層に合致するよう調整する必要があります。また、学習目標は現実に即

し、利用可能なデータや科学的根拠に基づいているべきです。 

性教育は他の教科と異なり、強い感情を引き起こしやすいですが、子どもが幼い頃から

自らの身体、感情、関係について話し、理解するための言葉や能力を身につけることは不

可欠なのです4。 

 

実践例 

5-8歳の男女の健康授業（オンライン）の目標 

○「男女の健康の知識・関心・意欲・態度」に関する目標 

Â 人生 100年時代を生きることを知る。 

Â 生命（いのち）の尊さと大切さ、過去から現在、未来への生命（いのち）のつなが

りを知る。 

Â 医学的・科学的な知識を基に、学習を進める。 

Â 男女が、特に思春期以降に、それぞれ生まれ持った性の特徴で異なった変化をする

ことを知る。 

Â いのちの誕生と自分の身体への健康意識を高める 

Â 睡眠、栄養、運動、低体重(やせ過ぎ)・肥満、喫煙などは、成長するために大切で

あることを知る 

Â 社会的要因の影響により、心身に複雑な症状が発生しやすく早めに大人に相談する

ことを知る。 

Â 暴力による支配(DV、ハラスメントなど)の予防について知る。具体的には、被害に

気付き予防できるよう、自分の身を守ることと、嫌なことをされたら訴える方法を

知る。 

（水着で隠れる部分については、他人に見せない、触らせない、もし触られたら大人に

言う、他人を触らない等)。 

Â 不審者等についていかないこと、性犯罪も含む犯罪被害に遭わないための防犯方法

を教える。 

Â もし何かあったら信頼できる大人に言うことを知る。 

 
4 UNESCO (2016). Retrieved from: 

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167 
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Â 睡眠、栄養、運動、低体重(やせ過ぎ)・肥満、喫煙など、次世代に影響を与えるこ

とについて知る。 

 

○「健康管理や体験についての思考・表現」に関する目標 

Â 家庭生活を支えている家族のこと、自分でできることなどについて、自分なりに考

えたり、工夫したりしようとしている。 

Â インターネットの便利さと怖さを考え、正しく使おうとしている。 

Â 危機に遭遇した時に、きっぱり断ったり、すぐに大人に相談したりする。 

Â プライベートゾーンを守る理由を考え、人に見せないようにしている。 

Â 男だから、女だからという人がいたら、決めつけるのはよくないと言える。 

Â いじめや暴力を受けたり、見かけたりしたら、すぐに大人に伝え、助けを求めよう

とする。 

Â 成長とともに身体に起こる変化を受け止め、信頼できる大人や友達に相談しようと

する。 

Â 自分の健康や安全を守る生活の仕方を工夫しようとしている。 

Â いのちのつながりや大切さ、感想などについて、周りの人に伝えようとしている。 

Â 赤ちゃんがおなかの中にいる時の様子を、感想を交えて人に伝えようとしている。 

 

○「自分や他者の健康についての気付き」に関する目標 

Â 家族の温かさやよさに気付き、成長とともに自分の役割が増えていくことに気付

く。 

Â 自分や他者のプライベートゾーンの大切さに気付いている。 

Â 男だから女だから、男のくせに女のくせにという言葉は、よくないことに気付く。 

Â 自分の身体を守ることは当たり前のことだと気付いている。 

Â 自分の身体に触られたり、いやなことを言われたりすることは、よくないことだと

気付く。 

Â いじめや暴力を受けたら、いやだと言って、助けを求めることは、よいことだと気

付く。 

Â 心や身体の変化は、個人差があることに気付く。 

Â 生き物は、みな一つの細胞からできた仲間であり、その大切さに気付く。 

Â 自分の命は、母親のおなかで守られて、誕生したかけがえのないものだと気付く。 
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4 5-8歳の男女の健康教育講座（オンライン）の評価規準 

 

「男女の健康の知

識・関心・意欲・態

度」 

「健康管理や体

験についての思

考・表現」 

「自分や他者の

健康についての

気付き」 

健康講座の評価規準 男女の健康について

正しい知識をもち、自

分や他の人の健康に

関心をもち、進んで守

ろうとする。 

健康について他

者と話し合い、よ

りよい解決法を

見つけることが

できる。 

自分や他者の健

康についてでき

ることがあるこ

とに気付く。 

 

 

学

習

活

動 

・

小

単

元

に

お

け

る

評 

価

規

準 

 

 

 

 

 

 

1 

 

・いろいろな家族の

かたちがあることを

理解し、男女の健康

のために自分のでき

ることをしようと努

力する。① 

・自分の生活を

振り返り、家族

のことや家族の

ために自分がで

きることを考え

ている。② 

・家族の温かさ

や家族のよさに

気付き、自分で

できることや自

分の役割が増え

たことに気付い

ている。③ 

2 

 

・いじめや暴力は、

心と体の健康を脅か

すことを理解し、自

分や他者の健康を進

んで守ろうとする。 

④ 

・いじめや暴力

を受けたり、見

かけたりした

ら、すぐに大人

に伝え、助けを

求めようとす

る。⑤ 

・自分の身体

は、自分で守る

ことができると

気付く。⑥ 

3 

 

・自分や他者の身体

の変化を理解し、一

人一人の違いや特長

を尊重しようとす

る。⑦ 

・変わっていく

身体の変化につ

いて、自分の考

えや感想を表現

しようとする。

⑧ 

・自分の成長に

ついて調べたこ

とや友達のよさ

を自分なりの方

法で表現したり

伝えたりしてい

る。⑨ 

4 

 

・いのちの誕生やつ

ながりを理解し、い

のちを大切にしよう

とする。⑩ 

 

・いのちのつな

がりや大切さ、

感想などについ

て、周りの人に

伝えようとして

いる。⑪ 

・自分や他者の

いのちのかけが

えのなさに気付

く。⑫ 
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5 指導と評価の計画（全４時間） 

 

小単元名 

（時数)  

 

時(分)  

 主 な 学 習 活 動 評価規準及び評価方法
 

1 みんなでつくろ

う 

家族の笑顔 

 

(45 分)  

 

 

 

 

45分 

・自分の好きなこと、好きな

人を紹介する。 

・家族について話し合う。 

・家族の役割を調べる。 

・自分の役割を工夫して行う

計画を立てる。 

①、②、③ 

 

 

観察、ワークシート 

 

 

 

 

2 わたしの 

からだは、 

わたしが守る 

(45 分)  

 

 

 

45分 

 

・プライベートゾーンを知

る。 

・「いかのおすし」の大切さ

を知り、寸劇をする。 

④、⑤、⑥ 

 

観察、チェックリスト 

 

 

3  変化するわたし

のからだ (45

分)  

 

 

45分 

 

 

 

・身体の成長の様子を 

健康手帳などで調べる。 

 

・成長に伴う気持ちの変化に

ついて話し合う。 

 

 

⑦、⑧、⑨ 

 

観察、チェックリスト 

4  うまれるいの

ち、つながるい

のち (45 分)  

 

45分 

 

 

 

・絵本 

・生き物のつながりを調べ

る。 

・お母さんのおなかの中で、

赤ちゃんが成長するようすを

調べる。 

 

 

⑩、⑪、⑫ 

 

観察、チェックリスト 
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6 指導上の立場 

 ○単元観 

 自分の身体の特長や変化に関心をもち、自分や他者の健康を大切にしようとする意欲と実践

力を育てるために本単元を設定した。身体的な性差を男女が十分理解し、尊重し、思いやりをも

って共に生きることは、人権教育の課題「女性」に通じるものでもあり、学校や家庭、地域にお

いて教育しなければならない内容である。学校教育においては、さまざまな教科を教科横断的に

関連付けて指導していくなど、教育課程に位置付けカリキュラム・マネージメントを進めていく

必要がある。 

 

 ○対象者観 

本単元は、５～８歳の幼児児童を対象としている。幼児期は、愛着の形成にとって大切な時期

であり、人に対する基本的信頼感を獲得する時期である。また、基本的な生活習慣を身に付け、

健康な生活を送るための基本を身に付けさせる時期である。さらに、道徳性や社会性の芽生えと

なる遊びなどを通して子ども同士の体験活動を充実させ、人間関係の基礎を学び、レジリエンス

を高める時期でもある。レジリエンスとは、「受け身的な体制から自分で働きかけていく能動性

への変化を生み出す力」であり、困った時や危険を感じた時、相談すれば必ず応えてくれる大人

がいるという経験を基にした確信であり、成長にとって欠かせない。 

児童期は、学習や運動によって心身ともに大きく成長する。しかし、今、子育ての不安やさま

ざまな問題、自然環境の変化などにより、発達段階を達成できず、健全な身体感覚や情操が十分

育っていない児童も増えている。 

 

 ○指導観 

 子どもたちの身近にいる保護者や教師など、信頼できる大人が、子どもの関心や疑問を引き出

しながら、共に話し合う、学び合うことが大切である。このため、本単元を学ぶ上で大切にして

きたいことは、学校の学びを家庭につなげ、親子での対話が生まれることである。命の誕生につ

いて、妊娠から出産へのエピソード、乳幼児期のエピソードなど、子どもが、自分の誕生や成長

を肯定的に受け止められるよう、飾らないありのままの言葉で子どもに話してあげてほしい。 

また、思春期の身体の変化などについて、保護者の体験談などを子どもに聞かせてあげること

で、だれにも起こる体の変化や一人一人違う成長の様子を受け止められるようになる。何より、

子どもは、自己開示してくれた大人に大きな信頼感を抱くであろう。 

 男女が互いに尊重し合う、人権意識や人権感覚は、幼い頃から投げかけられる大人の言葉によ

る影響が大きい。男だから女だから、男のくせに女のくせになどの言葉について親子で話し合い

ながら、男女の別ではなく、個性に応じて自分らしく生きていくことができることを伝えていき

たい。 

 暴力による支配の予防について、いやなことをされたら、大人に言うことの大切さを伝えた

い。どのような暴力であっても、信頼できる大人に相談することは、とても大事なことであり、

しなければいけないことだと教えていかなければならない。 
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 ○研究主題との関連 

男女が互いの身体的な性差を理解し尊重しつつ、相手に対する思いやりを持って生きていく

こと「リプロダクティプ・ヘルス/ライツ」(性と生殖に関する健康と 権利)の視点を取り入れた

健康教育を、幼児・児童期に行うことは、持続可能な活力ある我が国社会を次世代に引き継ぐ上

で、大切である。体験的な活動を取り入れ、できたことを褒め、子どもが自己肯定感を高めるよ

う指導したい。 

 

 

 

7 本時案 

１ 家族のためにできることを考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1）本時の目標 

・いろいろな家族の形があることを理解し、男女の健康のためにできることをしようと努力す

る。 

・自分の生活を振り返り、家族のことや家族のために自分ができることを考えている。 

・家族の温かさや家族のよさに気付き、自分でできることや自分の役割が増えたことに気付く。 
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(2)  展 開 

学習活動 支援者の指導と支援 学習評価 

 

 

 

 

 

 

１ 好きなことや

好きな人を、

紹介し合い、

どんなところ

が好きなのか

伝え合う。  

 

 

 

 

 

 

 

２ 家族の絵を見

て、いろいろな

家族があること

に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T  あなたの好きな人は、だあれ？ 

C おばあちゃんが一番好き！ 

C 私は生まれたばかりの弟が好き 

C 私はお父さんが一番好き 

C 私は花屋のお姉さんが好き 

C 私は友達のハナちゃんが好き 

 

T  好きなことを考えると、心から温かい気持

ちになったり、幸せな気持ちになったりする

ね。その気持ちは、とても大切だよ。 

C 好きな人のことを考えるといい気持ち。 

 

T  どんな家族があるかな？ 

C お父さんと私たちの３人家族がある。 

C おじいさんとおばあさんの家族。 

C 友達同士が犬と暮らしているのも家族。 

 

T  好きな人が集まって暮らしているのが、家

族だよ。自分の他にもう一人いれば家族だ

ね。 

みなさんの身近なところにも、いろいろな

家族があるから調べてみよう。 

C 私のおばさんは、お兄さんの家族と一緒に

暮らしているよ。 

C 私のうちは、お母さんと弟の３人だよ。 

 

T  家族が健康に楽しく暮らすには、どのよう

な役割を分担しているか調べてみよう。 

  

 

 

 

 

 

 

・好きなことや好き

な人のことを話すこ

とができる。 

（発言） 

 

 

 

 

・好きという気持ち

を、肯定的に受け止

めることができる。

（観察） 

 

 

・いろいろな家族の

形があることを理解

する。（発言） 

 

・家族の形に関心を

もち、 

調べる意欲をもつ。

（観察） 

 

 

・自分の生活を振り

返り、家族のことや

家族のために自分が

できることを考えて

いる。（ワークシー

めあて  

いろいろな家族があることを知り、自

分にできることを考えよう 
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３ 家族が健康で

楽しく暮らしてい

くために努力して

いることを調べよ

う。 

 

 

４ ワークシート

に自分の考えや感

想を書く。 

 

 

 

C お父さんは、リモートで仕事している。 

C お母さんは、保育園に努めているよ。 

 

T  みなさんは、どのような役割をしているか

思い出して、ワークシートに書いてみましょ

う。 

C これからもっと役割を増やしたい。 

 

 

 

 

ト） 

 

 

 

◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する対象者の姿の例 

・いろいろな家族の形があることが分かり、家族のために自分のできることをしようとしてい

る。 

 

  

まとめ  

家族のために自分ができることを

やってみよう 
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２ 健康で安全に生きるためにできることを考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1） 本時の目標 

・いじめや暴力は、心と体の健康を脅かすことを理解し、自分や他者の健康を進んで守ろうと

する。 

・いじめや暴力を受けたり、見かけたりしたら、すぐに大人に伝え、助けを求めようとする。 

・自分で守ることができると気付く。 

 

(2)  展 開 

学習活動 支援者の指導と支援 学習評価 

 

 

１ 絵を見て、プ

ライベートゾー

ンを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T  みなさんは、プライベートって言葉を聞いたこ

とがあるかな？ 

C 自分のこと、自分だけのこと 

 

T  そうだね。あなただけという意味だね。 

T あなただけの大切なところをプライベートゾーン

って言うよ。 

からだのどこがプライベートゾーンか分かるかな？ 

 

C おしり、むね・・・ 

C おへそ・・・ 

C 水着や下着でかくれるところ・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プライベ

ートゾーン

を人に見せ

ないように

することが

大切だと分

めあて  

危険から自分の身を守る方法を知ろう 
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２ プライベートゾ

ーンを守る理由に

ついて話し合う。 

 

 

３ インターネット

の問題点について

話し合う。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 寸劇をして、

「いかのおすし」

を実際にやってみ

る。 

 

T  なぜ、みなさんは、プライベートゾーンを守る

のだろう？ 

C 自分のからだの大事なところだから。 

 

 

T  そうだね。だから下着や水着で守っているね。 

T  インターネットで裸の写真を送ってと頼まれ

て、送ってしまったら、写真をあちこちにまかれて

しまった事件があるよ。 

C 自分だけの大切なところだから、さそわれて

も、やってはいけないと思う。 

C お友達だからと上手に誘われても、だまされな

いようにしないといけないね。 

C 自分の体は自分で守ることが大切だね。 

C いやなことをされた時は、やめてとはっ 

きりいうよ。 

 

T  「いかのおすし」を覚えて、練習してみ 

ましょう。 

（寸劇の例）おもちゃをあげるからついて 

きて。お母さんに頼まれたから、一緒に 

いこうなど。 

 

 

 

 

 

 

 

かる。（発

言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インター

ネットの危

険から身を

まもること

ができる。

（発言） 

 

 

 

 

・いじめや

暴力を受け

たり、見か

けたりした

ら、すぐに

大人に伝

え、助けを

求めること

の大切さが

分かる。

（発言、観

察） 

 

まとめ  

危険から自分の身を守るために、人に

助けを求めることは大切である。 
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◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する対象者の姿の例 

・危険から身を守る方法を言うことができ、実践することができる。 
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３ 成長する自分を見つめて自信をもとう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1）本時の目標 

・自分や他者の身体の変化を理解し、一人一人の違いや特長を尊重しようとする。 

・身体の変化について、自分の考えや感想を表現しようとする。 

・自分の成長について調べたことや友達のよさを自分なりの方法で表現したり伝えたりしてい

る。 

 

(2)  展 開 

学習活動 支援者の指導と支援 学習評価 

 

 

 

 

 

 

１ 絵や成長記録

を見て、どのよ

うに成長するか

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T  みなさんの体重は、どのくらいかな？ 

C ２５キロ・・ 

T  では、生まれた時は、どのくらいだった 

のかな？両手で表してみよう。 

C 小さかった、このくらい！ 

 

T  人の体は、どうかわっていくのか、まな 

ブックで調べてみよう。 

C 生まれたばかりの赤ちゃんは、体重が３ 

キロぐらい、細胞の数は、３兆個くらい。 

C ５歳くらいになると、体重は、２０キロ 

くらいになり、細胞は、２０兆だね。 

C １２歳になると４３キロくらい・・・も 

 

 

 

 

 

 

・自分や他者

の身体の変化

をついて話し

合っている。

（観察） 

 

 

 

・身体の変化

について、自

分の考えや感

想を表現しよ

めあて  

心と体の変化について知り、家族や友

達と話をしよう 
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２ 家族に成長す

る時の気持ちの変

化や体験談を聞い

てみよう。また、

興味をもったこと

を調べてみよう。 

 

 

３調べたことを発

表する。 

のすごく細胞が増えるんだね。 

 

T  こうしてみなさんは、体重も身長もぐんぐん大

きくなっていくね。９歳くらいになると、身長や体

重の他に、どんな変化がおこるでしょうか。まなブ

ックで調べてみましょう。 

 

C わきげがはえる。お兄ちゃんもはえた。C ひ

げもはえるね。 

C お姉さんは胸がふくらんだよ。 

 

T  体の中でも変化が起こっていますね。 

C 女の子は、あかちゃんができるところで 

準備するんだね。 

T  そうだね。あかちゃんが育つへやを子宮 

というよ。ここで、あかちゃんのもとがつ 

くられるよ。 

C 男の子も、赤ちゃんのもとがつくられる 

んだね。  

T  そうだね。あかちゃんのもとをつくると 

ころを精巣というよ。 

C プライベートゾーンだね。 

T  人によって速さは違うよ。おうちに人に 

も、どのように変化したか聞いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

うとする。

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の成長

について調べ

たことや友達

のよさを自分

なりの方法で

表現したり伝

えたりしてい

る。（発表） 

まとめ  

成長とともに心も体も変化し、その速

さや様子は、人によってちがう。 
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◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する対象者の姿の例 

 ・成長とともに心も体も変化していくことに気付き、自分なりの考えや感想を述べる  
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４ いのちの誕生について知り、つながりを感じよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1）本時の目標 

 ・いのちの誕生やつながり、大切さ、感想などを、周りの人に伝えようとしている。 

・身体や心のことで不安なことや分からないことは、大人に相談し、解決できることに気付

く。 

 

(2)  展 開 

学習活動 支援者の指導と支援 学習評価 

 

 

 

 

 

１ 絵を見て、

生き物のつ

ながりにつ

いて話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

２ 家族に成長

する時の気持ち

の変化や体験談

を聞いてみよ

 

 

 

 

 

T  地球には、いろいろな生き物がいるね。 

１３７万種とも言われるよ。 

これらの生き物は、もとは１つの細胞から 

できているんだよ。 

   

C 生き物はみんなつながっているね。 

C 細胞が増えて、大きくなるんだね。 

C 人間も同じだね。 

 

T  おかあさんのおなかの中で、おとうさ 

んの精子とおかあさんの卵子が一つになる 

んだね。 

C その後、たくさんの細胞にわかれ、大き 

く育っていくんだね。 

 

 

 

 

 

 

 

・いのちの誕生やつ

ながり、大切さ、感

想などに気付いてい

る。（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて  

いのちはどこからくるのかな？ 
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う。また、興味

をもったことを

調べてみよう。 

 

 

 

3 さらに知りた

いことを出し合

い、調べ学習す

る。 

T  それでは、人の赤ちゃんは、どのくらい 

おかあさんのおなかにいるのかな？ 

C 弟が生まれる時、おかあさんのおなかが 

だんだん大きくなっていったよ。 

C １０か月くらい・・・。 

C でも、その間、どうやって、栄養をとっ 

たり、息をしたりしているのかな？ 

 

T  実はね。おかあさんの子宮の中には、 

羊水という水があって、そこで守られてい 

るんだ。へその緒から栄養をもらい、いら 

なくなったものも、へその緒からおかあさ 

んにかえすんだよ。 

C すごいね。 

C おかあさんは、あかちゃんをおなかで守 

りながら育てているのね。 

 

T  わかったことや感想を話し合ってみよう 

もっと絵本などで調べてみるのもいいね。 

おうちの人に聞くのもいいね。 

 

 

 

 

・おなかの中の赤ち

ゃんの成長を理解し

ている。（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身体や心のことで

不安なことや分から

ないことは、大人に

相談し、解決できる

ことに気付く。（発

表） 

 

 

 

 

 

 

◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する対象者の姿の例 

 

・いのちの誕生やつながり、大切さ、感想などを、周りの人に伝えようとしている。 

 

 

 

 

 

まとめ  

いのちの誕生やつながりについてこれ

からも周りの人と話をしよう 
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6-2. レベル 2 (9 歳～12歳)   

公立小学校第 4学年（ふりがな版） 

 

学習指導案 

単元名：保健「体の発育・発達」 

単元：全 4時間 

（１）単元目標 

 ・体の発育・発達に関する課題を見つけ、より良い解決に向けて考える活動を通して、体が

年齢に伴って変化すること、体の発育・発達には個人差があること、思春期になると体に変化

が起こり、異性への関心も芽生えること、体の発育・発達には適切な運動、食事、休養および

睡眠が必要であることを理解できるようにする。 

(2)   単元の指導計画 

  まなブックレベル 2 対応ページ 

1時  体の発育・発達 個人差 (P.1,2)  

2時  思春期の体の変化・心の変化 P.3,4, P13 

3時 からだの働きの変化 P.5,6,7,8 

4時 よりよい発達には  

 

第 2時間目 

（１）目標 

体は、思春期になると次第に大人の体に近づき、体つきが変わってくること、また、異性への

関心が芽生えることを理解できるようにする。 
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（２）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．男子と女子の体の違いに

ついて考える。 

◎思春期には、私たちの体つ

きなどに、どんな変化が現れ

るのでしょうか 

・男児女児、大人の男性女性

の体のシルエットを提示す

る。 

・思春期という言葉をおさえ

る。 

展開 ２．思春期の男女の体つきの

変化について考える。 

「大人に近づくにつれて、

男女の体つきにはどんな違

いが現れるのでしょうか。」 

分かったことをまとめる。 

・男性は肩幅が広くがっしり

した体つきになる。 

・女性はこし回りが大きくな

り丸みのある体つきになる。 

 

３．体つき以外の変化につい

て調べる。 

「体つき以外にはどんな

変化が現れるでしょう

か。」 

分かったことをワークシート

にまとめる。 

 

４．体のほか、心の変化につ

いて調べる。 

「体のほかにはどんな変化

が出てくるでしょうか。」 

分かったことをワークシート

にまとめる。 

まなブック P.13 を読んで考

えを深める。 

 

・提示資料をもとに、話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

・まなブック P.3を読んで調

べる。 

 

 

 

・まなブック P.4を読んで調

べる。 
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まとめ ５．思春期には、体つきの

他にも、変声や発毛な

どの変化が現れるこ

と、変化の仕方や表れ

る時期には個人差があ

ることを整理する。 

６．今日の学習から、毎日

の生活やこれからの学

習に生かせることをま

とめる。 

学習感想を書く。 

・変化の仕方や表れる時期に

は個人差があるということ

をおさえる。 

 

 

ほけん 「体の発育・発達」ワークシート 第 2時 

思春期の体の変化 

ᵑ 大人に近づくにつれて、男女の体つきにはどんなちがいが現れるでしょうか。 

 

 

① 体つき以外にはどんな変化があらわれるでしょうか。 

② 体つき以外にはどんな変化があらわれるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

ᵓ 体のほかにはどんな変化が出てくるでしょうか。 
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ᵔ 今日の学習の感想や、これからの生活や学習に生かせることを書きましょう。 

 

 

 

 

第 3時間目 

（１）目標 

思春期になると、初経、精通などが起こることを理解できるようにする。 

（２）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．前時の振り返り 

◎思春期には体の働きにどんな変化が起

こるのでしょうか。 

・思春期に起こる体の変化

や心の変化について振り返

る。 

展開 ２．男性・女性の体や、男子・女子に起

こる変化について調べる。 

「男性、女性の体と、男子に起こる変

化、女子に起こる変化について調べま

しょう。」 

分かったことをワークシートにまとめ

る。 

・男性は肩幅が広くがっしりした体つき

になる。 

・女性はこし回りが大きくなり丸みのあ

る体つきになる。 

 

３．体の中で起こる変化の理由について

考える。 

「思春期になると、どうして体の働きに

変化が起こるのでしょう。」 

新しい命を生み出すための準備が始まっ

ている。 

４．学習したことをもとに、個人差を受

容するように考える。 

・思春期の体の変化を、肯

定的に受け止めることがで

きる雰囲気を作る。 

・まなブック P.5,6,7,8を読

んで調べる。 

 

 

 

・まなブック P.5,6,7,8を読

んで調べる。 

 

 

・変化の仕方や表れる時期

には個人差があるという

ことをおさえる。 
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「思春期になって、なやんでいる友達が

いたら、その人が安心できるような言葉

を考えましょう。」 

まとめ ５．今日の学習から、毎日の生活やこれ

からの学習に生かせることをまとめ

る。 

学習感想を書く。 

・変化の仕方や表れる時期に

は個人差があるということ

をおさえる。 

 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

 

ほけん 「体の発育・発達」ワークシート 第３時 

体の働きの変化 

ᵑ 男性、女性の体と、男子に起こる変化、女子に起こる変化について調べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

ᵒ 思春期になって、なやんでいる友達がいたら、その人が安心できるような言葉を考えまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

男性の体・男子に起こる変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の体・女子に起こる変化 
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私立中学校 1年生教諭作成指導案（ふりがななし版） 

第２時間目 

（１）目標 

 本時では、思春期における身体の変化や特徴について健康面を中心に理解する。思春期の発

育・発達の特徴として、個人差はあるものの、「からだの変化」と「こころの変化」が起き、

特に性機能の急激な変化がおきることを知る。 

 

（２）展開 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

１，小学校高学年～高校生ぐらいまでの時

期が思春期と呼ばれていることを知る。 

２．思春期には男女それぞれで、身体つき

にどのような変化が起きるか、を挙げる。 

【予想される答え】 

男子⇒ひげ、声変わり、がっちり・・・ 

女子⇒胸が大きくなる、丸みのある身体… 

 

・児童期や青年期など、思春期

前後のことにも時間があれば触

れる。 

 

 

 

・男子は小学校時代の友人な

ど、最近の様子を想像させて考

えさせる。 

 

 

 

展開 

 

 

３．「どんな身体の変化がおきるのか？」 

 

 

４．なぜ思春期で男女の身体つきに変化が

起きるのか？脳の機能とホルモンについて

知る。 

①脳⇒下垂体 

②ホルモン⇒性腺刺激ホルモン、男性ホル

モン、女性ホルモン 

 

５．性腺刺激ホルモンが刺激をする精巣と

卵巣の場所を確認する。 

６．思春期に起きる身体つきの変化で最も

大きな特徴「月経」「射精」について確認

する。 

①初めての月経⇒初経 

②初めての射精⇒精通 

・まなブックレベル２の P３を

読んで確認してみる。 

 

・性腺刺激ホルモンの分泌には

個人差があることを説明し、そ

のことが身体つきの変化の個人

差につながることを知る。 

・マナブックレベル２P５「性

ホルモン」を確認。赤ちゃんを

作ることができる身体に成長し

ているということを確認する。 

・マナブックレベル２の P５・

P６を読む。 

 

 

・マナブックレベル２Ｐ５、６

「射精ってなに？」「月経って

なに？」の部分を確認。（特に
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月経に関して詳しくは次回に説

明することを伝える） 

 

まとめ 

 

７．思春期には、身体だけでなく心の変化

も起きやすいことを知る。 

発問：「身体の変化だけでなく、こころの

変化で何か思い当たることある？」 

⇒自分の持つ悩みが自分だけでないという

ことを知る。 

身体的にも精神的にも大きな成長期である

こと、思春期における成長は「二次性徴」

と呼ばれていることも確認。 

 

【心の変化で思い当たることを

挙げさせる】 

なかなか具体例があがらなけれ

ば、少し具体例をあげる。 

具体例：他人と自分を比較する

… 

 

・マナブックレベル２Ｐ４を読

む 

 

 

第 3時間目 

（１）目標 

 本時では、思春期における身体の変化や特徴について健康面を中心に理解する。思春期の発

育・発達の特徴として、個人差はあるものの、「からだの変化」と「こころの変化」が起き、

特に性機能の急激な変化がおきることを知る。特に本時は「月経のメカニズム」について理解

する。 

 

（２）展開 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

１．前時の振り返り 

・思春期における身体の変化、こころの変

化 

・二次性徴とは 

・ホルモンとのかかわり 

・前回のノートを見直しなが

ら、思春期における変化を振り

返る。 

・本時は月経について取り扱う

が、まだきていない人のために

個人差があることを確認する。 

 

 

展開 

 

 

２．月経のメカニズム（その１） 

女性の内性器について確認する。 

 

３．月経のメカニズム（その２） 

月経に関わるホルモンについて知る。 

①卵胞刺激ホルモン  

②卵胞ホルモン（エストロゲン） 

③卵子（原始細胞） 

４．月経のメカニズム（その３） 

・まなブックレベル２P６を読

んで内性器とその主な働きを確

認する。 

 

・その３では、卵子が成熟する

きっかけを説明する。（保健体

育科専用プリント等） 
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排卵及び全体の流れを知る。 

④黄体ホルモン（プロゲステロン） 

⑤排卵 

⑥子宮内膜や経血 

 

５．月経のメカニズム（まとめ） 

月経のメカニズム、その１～４までを一連

の流れとして確認する。 

 

 

その４では、排卵及びその後体

外へ排出されるまでの流れを説

明する。（保健体育科専用プリ

ント等） 

 

 

 

・まなブックレベル２P６「月

経ってなに？」を利用して振り

返りを行う。 

 

まとめ 

 

６．月経に対しての心配事や悩みについて

具体例や事例を通して、自分のことを客観

的にとらえることができる。 

 

⇒「まなブックレベル２Ｐ11の中に書かれ

ていることで自分にも当てはまることあ

る？」 

 

月経の約１週間ほど前から月経までの間に

腹痛や頭痛を起こしたり気分が落ち込んだ

りすることを「ＰＭＳ（月経前症候群）」

ということを学ぶ。 

・まなブックレベル２P11を通

して、人に相談できない、誰に

も言えない、ではなく信頼でき

る大人へ相談することが大事で

あることを伝える。 

⇒信頼できる大人というフレー

ズをより具体的に提示する。

（学年の女性の先生や保健室の

先生、学校カウンセラーなど） 
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第４時間目・５時間目  

（１）目標 

 本時では、思春期における身体の変化や特徴について健康面を中心に理解する。思春期の発

育・発達の特徴として、個人差はあるものの、「からだの変化」と「こころの変化」が起き、

特に性機能の急激な変化がおきることを知る。特に本時は「月経との付き合い方」「思春期に

おける男性のからだの変化」について理解する。 

 

（２）展開 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

１．前時の振り返り 

・女性のからだの変化 

・月経のメカニズムの確認 

・PMSについて 

・引き続き個人差があることを

再度確認する。 

・前回のノート及びまなブック

２P６「月経ってなに？」をも

とに、一連の流れを再確認す

る。 

 

 

展開１ 

 

 

３．「月経中も気持ちよく過ごすコツ」 

１か月に１回やってくる月経と適度に付き

合うために、大事なポイントを学ぶ 

1 様々な生理用品の紹介 

４～５人のグループになり実際に生理

用品を触ってもらう。 

2 生活をする上での留意事項の確認 

 

・まなブック２Ｐ９、Ｐ１０を

使用し、自分の日々の生活を振

り返りながら聞くことを促す。 

・ナプキンやタンポンなど実物

を紹介し、それぞれの特徴を紹

介する。（別紙プリント参照） 

・まなブック２Ｐ１０（おすす

めのくふう）を参照し、「運

動」や「休養」の質も密接に関

わっていることを紹介。 

 

 

 

展開２ 

 

 

４．２時間目「男性における身体の変化」

についての復習 

 

５．男性の内性器について確認する。 

 

６．「精通」「射精」「精子」など、思春

期に男性におきる身体のメカニズムについ

て知る。 

 

・まなブック P３からだの変化

（男性）の部分を確認させる。 

 

・まなブック２P５ 男性のから

だ（男性器）について確認させ

る。 

・まなブック２P５、P７を確認

し、異性の身体におきている変

化を知る。 
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＜生理用品あれこれ＞ 

製品名 メリット デメリット 

ナプキン   

流せる 

ナプキン 

  

タンポン   

月経カップ   

ナプキン不要 

ショーツ 

  

 

自分ならどれがいいのか、何を基準に選ぶのか、考えておこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品名 特長 メリット 

ナプキン  どこでも手に入る 

手軽 

流せる 

ナプキン 

 漏れる心配を軽減してくれる 

タンポン  運動しても違和感なし 

プールも温泉も入れる 

月経カップ  運動問題なし 

ゴミが出ない 

ナプキン不要 

ショーツ 

 ゴミが出ない 

別紙プリント 解答例 

 

 

 

ᶒᶊᶃᵣᶅᴲ ᵧᵾᵲᶇᴲ ᶂᵾᵲᶇᶱ ᶊ ᵣᶅᶞᶧᵥᴳ 
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第６時間目・７時間目 （A組：12/14.21 B組：11/25.12/2  C組：12/6.20  D 組：

11/19.26 E組：12/6.20） 

（１）目標 

 本時では、受精・妊娠・出産の一連の過程を学習し、その過程がイメージできるようにす

る。また、妊娠中の母子の健康について考えることで、自分が誕生した神秘を知り、自分のい

のちを大切にできるようにする。 

 

※この単元について、まなブックに触れるとすると「レベル３ P10」（知っておこう！妊娠

のしくみ）についてが、最も近いと思われる。 

 

（２）展開 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

  

 

展開 

 

  

 

まとめ 
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6-3. レベル 3 (12歳～15歳)  

 

 

 

 

 

 

 

公立中学校教諭作成 学習指導案 

単元名：体育科（保健分野） 

「心身機能の発達と心の健康」「異性尊重と性情報の対処」 

単元：全 2時間 

 

1. 2時間と通した授業のねらい。 

・思春期には、身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し，性衝動が生じたり，異性への関心な

どが高まったりすることなどから、異性の尊重、性情報への対処など性に関する適切な態度や

行動の選択が必要となることを理解できるようにする。【学習指導要領より】 

・自分の体、心、「性」について真剣に考えるきっかけを作る。 

・プライベートなことではあるが、恥ずかしいことではないことを知る。 

 

2. 単元の指導計画 

   まなブックレベル 3 対応ページ 

1時  生殖機能の発達 

体の発育・発達 個人差 

妊娠の定義 

P.5,6 

P.10 

動画の視聴 

2時  異性尊重と性情報の対処 

性暴力に対して身を守る知識 

P.7,8, 

P13,14 
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第１時間目 

（１）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．個人差があることをおさえ

る。 

２．本時の課題を知る 

・成長はひとそれぞれ、個人差があるこ

と、また、体とこころの成長は別である

ことを伝える。 

・思春期は身体だけでなく、心も変化して

いくことを伝える。 

展開 ３．身体の成長の内容を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．妊娠の定義を知る。 

 

 

まなブック P.5,6 

▶︎女子の思春期にはどんなことがおきる？ 

・脳がホルモンの影響を受け、体つきや生

殖器に変化（体毛、丸みをおびる、排卵、

初潮など）に変化がおきる。 

・月経の特徴、月経による不調、ホルモン

バランスについておさえる。 

▶︎男子の思春期にはどんなことがおきる？ 

・脳がホルモンの影響を受け、体つきや生

殖器に変化（体毛、声変わり、精通、夢精

など）に変化がおきる。 

※ページ下部「Q＆A」のような不安があ

る場合は相談してほしいことを伝える。 

▶︎変化は新しい命を育めるようになった“し

るし”である。 

まなブック P.10 

▶︎卵子と精子が出会うと、赤ちゃんができ

る。 

・妊娠の仕組み（排卵、受精、着床） 

・まなブックの動画を視聴する。 

URL を記載 http:// ◯◯◯◯◯◯◯◯ 

週末 ５．学習を振り返り、まとめを

する。（個人学習）  
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第２時間目 

（１）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．前時の振り返り 

２．発育、変化に個人差がある

ことをおさえる 

３．本時の課題を知る 

・生殖器の発達に伴い、身体が変化していく

ことや命を育むことができることを振り返

る。 

・成長はひとそれぞれ、個人差があること、

また、体とこころの成長は別であることを

伝える。 

・身体だけではなく、心も変化していくこ

とを伝える。 

展開 １．「つきあう」ってどういう

こと？  

２．身体だけでなく、精神的に

も変化が現れることを知る。 

３．性衝動の定義を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

４．自分と相手を尊重する「同

意」を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まなブック P.７ 

・興味を持つことは自然なことである。人間

の人生において大事な一部分であり、笑う、

ちゃかすことではない。 

・お互いに好きで相手を大切に思う気持ち

が重要である。 

・興味がなくても OK。対象は必ずしも異性

に限らないこと、またそのような特別な感

情が生まれないこともあることに留意す

る。 

・脳がホルモンの影響を受けることで、友情

とは違う感情が芽生え、性衝動が生じるこ

とがある。 

まなブック P.８ 

・「相手に触れたい」などの性交渉に行き着

くまでの欲求をしめす。 

・むやみに相手に触れると、また性衝動に任

せて性交渉をすることで、相手を傷つけた

り、望まない妊娠を招くリスクがあること

を伝える。（あくまでも人権的な内容として

扱うよう留意する）。 

※「触ること」「くっつくこと」は必ずしも

愛情表現にはならない。 

・「若年出産」について触れる。 

※出産、中絶についてネガティブになりす

ぎないように留意する。 
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５．性に関する情報はどのよう

に知れば良い？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ネットの危険性について

（グルーミング） 

 

・友人や先輩の話や、インターネットで検索

して出てきた情報は間違った情報の可能

性、営利目的な可能性があるため、鵜呑みに

するのは危険。 

・本当にその情報は信頼できる？もし間違

っていた時のリスクはどのようなものなの

か、妊娠を基に考えさせる。 

・まなブックの動画を視聴する。 

URL を記載 http:// ◯◯◯◯◯◯◯◯ 

 

まなブック P.１３,１４ 

・顔の見えないネットで出会った人などの

情報よりも、現実の周りの人に相談するこ

とが大切。 

・相談することは恥ずかしいことではない

ことが大前提であることに留意する。 

・資料やサイトを紹介する。 

まとめ ５．学習を振り返り、まとめを

する。（個人学習） 

 

 

自分の体と心 「性」と向き合おう 「生殖機能の成熟」 

 

授業のめあて 

・自分の体、心、「性」について真剣に考えるきっかけを作る。 

・プライベートなことではあるけれど、恥ずかしいことではない。 

 

◆思春期の体の変化とホルモン 

脳の（ 下垂体 ）から（ ホルモン ）が分泌されて、生殖器（男子は精巣、女子は卵巣と呼

ばれる臓器）が発達する。   

それによって、「（ 男性ホルモン ）」・「（ 女性ホルモン ）」がそれぞれの生殖器から

分泌され、体つきが変化する。 
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◆男女の生殖機能の発達 

～表でまとめてみよう～ 

 男子 女子 

どこが発育・発達 精巣 卵巣 

何がつくられる 精子 卵子 

おこる現象 射精 排卵 

初めての↑ 精通 初経 

共通して言えること 新しい生命をつくり出すことができるようになった「しる

し」 

 

 

 

◆身体の変化 Q＆A 

女性編 男性編 

Q：月経って、体調が悪くなることが多い

の？ 

Q：まだ身体に変化がない自分はおかしい？ 

  

Q：不調は、どうすれば良くなる？ Q：精通が始まると、身長が止まってしま

う？ 

  

 

◆受精と妊娠 

男子の精巣でつくられた精子が女子の膣内で放出され、排卵された卵子と卵管

で結合すると（ 受精卵 ）になる。 

受精卵が卵管から子宮に入り、子宮内膜に（ 着床 ）すると妊娠が成立す

る。 

 

◆授業を聞いて気になったこと、質問、感想などをメモしておこう。 

 

自分の体と心 「性」と向き合おう 「異性の尊重と性情報への対処」 
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授業のめあて 

・自分の体、心、「性」について真剣に考えるきっかけを作る。 

・プライベートなことではあるけれど、恥ずかしいことではない。 

 

◆思春期にはどんな変化がおこる？ 

・体が成長するのと一緒に、（ 心 ）にも変化が起きます。 

・脳がホルモンの影響を受けると、友情とは違う感情が芽生え、恋愛的な関心が高まること

がある。 

・体の成長にも、心の変化にも、（ 個人差 ）があり、体の成長とはまた別。 

 

◆「付き合う」ってどういうこと？ 

 ・興味をもつことは自然なこと！人を好きになることは、何も恥ずかしいことではない。 

 ・（ お互いに好きで相手を大切に思う ）気持ちがあれば、２人は立派なパートナーであ

る。 

 ・必ずしも（ 異性 ）が対象ではない。 

 ・興味がなくても OK。そのような特別な感情が生まれないこともある。  

 

◆異性の尊重（自分も相手も大切にする） 

・性交渉に行き着くまでの、「相手に触れたい」などの欲求を「（ 性衝動 ）」と言う。 

 ・性行為をすることによって、妊娠することがある。 

 ・衝動に任せてしまうと、相手を（ 傷つける  ）・（ 望まない妊娠 ）などの招くこ

とがある。 

それを防ぐためには？ 

・衝動にまかせて行動することなく、自分の気持ちや行動をコントロールし、 

お互いの心や体を大切にするための「（ 同意 ）」が必要である。 

 

※「触ること」「くっつくこと」などは、必ずしも愛情表現にはならない。 

 

◆性に関する情報はどのように知れば良い？ 

 今は簡単に調べられる便利な時代ですが、 

インターネットで検索して出てきた情報や、先輩や友達から聞いた話は、全て正しいのでし

ょうか？ 
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間違った情報や、お金をだまし取ろうと意図して作られた情報もあります。 

 

→その情報が必要なのか、正しい情報なのか、判断しなければなりません。 

 

◆授業を聞いて気になったこと、質問、感想などをメモしておこう。 

 

 

 

 

単元名：相談「セルフプレジャーについて」 

単元：全１時間 

 

1.単元目標 

・セルフプレジャーの本質を知る 

・セルフプレジャーの正しい方法を理解する 

2.展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 ◯前期思春期の男子と女子は、性的魅力や性

的刺激に対する反応をより強く意識するよう

になることを提示する。 

◯セルフプレジャーの動機を知る 

生徒の悩み、疑問を受容・傾

聴する。 

展開 ◯多くの男子と女子は前期思春期に、もしく

はそれより早い段階でセルフプレジャーをし

はじめることを説明する。 

〇セルフプレジャーの適切な方法を知る 

・清潔にしておくこと 

・プライベートな空間を確保して行うこと 

・身体的、または感情的な害を引き起こさな

いこと 

・間違った方法 

興味があることは自然である

ことをおさえる 

 

アダルトビデオなど、性的興

奮を過度に煽るものを参考に

しないことを伝える（性的同

意について触れても良い） 

まとめ 〇参考資料の紹介 “触ると痛い”などの症状があ

る場合は、各専門医へ繋げ

る。 
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学習指導案 

単元名：道徳「自分も人も大切に」 

単元：全１時間 

 

1.単元目標 

B－(9)「相互理解，寛容」 

・自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなも

のの見方や考え方があることを理解し，寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていく

こと。 

 

2.展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．「人を大切にすること」について考え

る。 

 

 

 

 

・「人を大切にした」経験を振り返る。 

 

・「人を大切にする」ということについて、

意見を共有する。 

 

・安心して発言できるよう道

徳の時間のルールを伝える。 

① 発言する人に対して

感謝の気持ちをも

ち、否定しない。 

② 多様な見方や考え方

があることを理解す

る。 

▶︎発問１「人を大切にする」

とはどういうことですか。 

・個人で考える時間をもち、

近くの座席の人と意見交換を

させる。 

 

展開 ２．「自分を大切にすること」について考え

る。 

・「自分を大切にした」経験を振り返る 

 

 

 

 

３．「自分を大切にすること」の基準として

の、「子どもの権利条約」について学ぶ。 

・各権利についての具体的な事例が書かれた

 

▶︎発問２「自分を大切にする」

とはどういうことですか。 

・個人で考える時間をもち、

近くの座席の人と意見交換を

させる。 

＜予想される反応＞ 

・わからない。・寝る。・甘い

ものを食べる。・日記を書く。

など 
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スライドをもとに権利について知る。 

① 生きる権利  ②育つ権利 

③  守られる権利 ④参加する権利 

 

 

 

 

４．子どもの権利」に関する動画を見て、改

めて「自分を大切にすること」について考え

る。 

配布された資料（まなブックレベル３）を参

考に４つの権利と照らし合わせて、「自分を

大切にすること」について考える。 

 

・初めは、「子どもの権利条

約」という名称は出さず、ス

ライドで具体例を示す。（項

目３参照） 

・各家庭状況に配慮し、挙手

等をさせず、具体例の周知に

留める。 

・具体例の後で、４つの権利

について紹介する。 

 

 

 

 

▶︎発問３ この動画の子ども

にとって「自分を大切にする」

とは、 

どういうことだと思います

か。 

・個人で考える時間をもち、

意見をノートに書かせる。 

・ノートをタブレットで撮影

し、ランダムに生徒の考えを

読み上 

げる。 

まとめ ５．学習を振り返る 

・今日自分が改めて気づいたことや学んだこ

とについてノートに書く。 

 

・授業開始時に考えていたこ

とと終了時とを比較し、どの

ような 変化や気づきがあっ

たかを書かせる。 

 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

 

3.資料 

(1)子どもの権利条約のスライドについて 

(ア)生きる権利 ・住む場所がある。・その日の食事がある。・具合が悪い時に病院に行ける。 

(イ)育つ権利  ・勉強ができる環境がある。  ・遊ぶ環境がある。・自分の能力を伸ばせる。 
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(ウ)守られる権利 ・紛争に巻き込まれない。・暴力を受けない。・自分の意志に反して働いて

いない。 

(エ)参加する権利 ・自分の意見を表明する。・団体を作る。 

 

(2)紛争下に暮らす子どもたちが描く絵／日本ユニセフ協会 

https://www.youtube.com/watch?v=jgoLuD0SwCw  

※動画の代わりに、教科書の題材があればその題材について考えさせるのもよい。 

(3)まなブック レベル３ P.２ 

4.展開 

 

⑴ ２学年で使用する場合 

動画： 

子どもの権利条約 30周年～子どもたちの声～ /日本ユニセフ協会 

https://www.youtube.com/watch?v=wviOV7sWWCI  

ねらい： 

特にそれぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解するこ

とに重点をおき、この動画の子どもたちがどのようなことに直面し、克服しようとしているか

を知り、「自分も人も大切にすること」について考えを深める。 

 

 

⑵ ３学年で使用する場合 

子どもの権利条約 30周年：あなたはどうしますか？ /日本ユニセフ協会 

https://www.youtube.com/watch?v=fkaqu_1bNcE  

 

ねらい： 

「自分や人も大切にすること」について寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていく

ことについて考えを深める。可能であれば、自分だったらどのような行動をとっていくかにつ

いて、自らの課題意識と共に解決策について考え、どのように行動しているかも考えられると

よい。 

 

道徳ワークシート 

テーマ「自分も人も大切にすること」 

日付：   月   日   

授業開始時のテーマに関する自分の考え： 

ワークに対する自分の考え： 
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メモ欄：（授業で出た意見や情報など） 

 

 

 

授業終了時のテーマに関する自分の考え（学んだこと・気づいたことなど）： 

 

 

 

 

学習指導案 

単元名：外国語「What is your body image?」 

単元：全 1時間 

1.単元目標 

⑴ 「話すこと」の活動に積極的に取組み、コミュニケーションを図っている。 

⑵ ボディイメージに対する多様な考え方に対する理解を深めることができる。 

2.展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １.挨拶 

○１minute Chat.  

・「What do you look like?」についてペア

で１分間ずつやりとりを行う 

・今回は「見た目」について

特化するため、「性格」等の

内面については表現として使

わないことを伝える。 

展開 2. Let’s Take Your Best Photo! 

・写真を撮る際の語彙や表現について学習

する。 

・３人１組になって、各人の全身の 写真を

撮る。 

 

3. Watch Overseas Selfies. 

・海外の人たちがどのように自分の 全身

の写真を撮っているのかを見てみる。 

 

4. What’s your body image? 

・写真を撮る際の語彙や表現

について学んでから、実際に

写真を撮ることなど本日の流

れを伝える。 

・恥ずかしさや照れ臭さもあ

ると考えられるが、自分を客

観的に見るために写真を撮っ

てみることを勧める。 

 

・タブレット等があれば、そ

れぞれに検索させる。ない場
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・自分の理想とする body imageについて考

え、グループで共有する。 

 

5. What's LGBTQ + (LGBTQI) ?  

・多様な性について知る。 

6. Let’s Take Your Best Photo! 

・改めて３人１組になって、各人の全身の

写真を撮る。 

合は、ウェブサイトや動画サ

イト等で、イメージを見せる。 

 

・語彙や表現は各自で調べさ

せる。ALT に確認できる場合

は、自然な表現を聞いてみる。 

・多様な考え方があるという

ことを前提に、他者の話を聞

かせる。 

・本文中の主語や動詞に注目

させる。 

 

 

・写真を撮られる側の意図を

読み取り、理想に近づけるよ

うに撮る。 

まとめ 7.振り返りを行う。 

8.挨拶を行う。 

 

・どのようなことを感じたか

共有させる。 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

 

学習指導案 

単元名：体育科（保健分野）「健康な生活と病気の予防」「エイズの予防」 

単元：全 2時間 

1.２時間と通した授業のねらい。 

・感染症のなかの一つである「性感染症(STI)」について種類・感染経路・予防を知る 

・性的同意を知る 

・性を自分事として考える 

2.単元の指導計画 

   まなブックレベル３ 対応ペ

ージ 

１時  性感染症について知る。 P.12 

２時  性的同意について理解する 

性犯罪・性暴力のについて知り、身を守る

知識を身につける。 

 

P.2,7,8, 

P13,14 
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第１時間目 

（１）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．水の実験。 

・水酸化ナトリウム溶液とフェノールフタ

レイン溶液を用いて、実験を行う。 

２．本時の課題を知る 

・性感染症の感染経路に関心

をもたせる。 

・「感染症」の中にも「性感

染症があること」、自分事と

して「性」を考えて欲しいこ

とを伝える。 

展開 ３．「性感染症」とは 

・感染経路を知る 

・種類を知る 

（特にエイズは掘り下げる） 

・予防方法を知る 

 

・かかったときはどのように対処すれば良

いかを知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まなブック P.１２ 

▶︎性交渉によってうつる感染

症 

・精液、膣分泌液、血液など。

日常の生活では感染しない。 

・HIV を含む性感染症のさま

ざまな感染経路（性的行為、

妊娠、分娩または母乳育児、

ウィルスが混入した血液の輸

血、注射器・針・その他鋭利

な器具の共有など）を説明す

る。 

・10代の感染が増えているこ

と。 

・自覚症状が出ないこともあ

り、拡大される心配が大きい

こと。 

・クラミジア、淋病、梅毒、

HIV、HPV などの性感染症の

内容。 

▶︎予防、治療、管理が可能で

ある。 

・一貫した正しいコンドーム

の使用、挿入性交の回避"お互

いに決まった一人とのみ性的

関係をもつこと"の実践、同時

に複数人との性的関係をもつ

ことを避ける、性感染症の検
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査・治療を受けるなど。※正

しいコンドームの使い方→別

冊 

▶︎かかったらすぐに病院へ  

・かかる病院の専門外来の種

類 

・性感染症の検査は保健所に

て無料で受けられる。 

終末 ４．学習を振り返り、まとめをする。 ▶︎悩んだら大人に相談しよう

（相談機関の紹介） 

授業を通して不安になったこ

とや、悩みなどがある場合は、

大人に相談してほしいことを

伝える（養護教諭、先生、保

護者、相談機関など）。 

▶︎振り返りと次週の予告 

・安全でない性行為を拒否す

る必要がある。それを次の時

間に学ぶことを伝える。 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

 

第２時間目 

（１）展開 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 

導入 １．前時の学習を振り返る 

２．本時の課題を知る 

・「性感染症」は、性交渉で

感染すること。予防方法があ

ること。自分事として考えて

欲しいこと。 

・性的同意について理解す

る。（デート DV、性犯罪） 

展開 ３．「つきあう」ってどういうこと？  

 

 

 

 

４．「性的同意」の概要を知る。（性衝動

のおさらい） 

まなブック P.７、別冊 

・お互いに好きで相手を大切

に思う気持ちがあれば、２人

は立派なパートナー。恋する

気持ちは人それぞれ。興味が

なくても OK。 

・興味を抱き、疑問をもつこ
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・「相手に触れたい」などの性交渉に行き

着くまでの欲求を指す。 

 

 

５．「人権」を踏まえた上での「同意」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「デート DV」って知ってますか？

（精神、身体、性的暴力）  

 

 

  

とは自然なことである。人間

の人生において大事な一部分

であり、笑う、ちゃかすので

はなく自分のこととして考え

て欲しい。 

まなブック P.８ 

・性的な接触をして良いか、

相手に許可を取ること。 

・性別や関係性は関係ない。

言葉で伝えあうことがマナ

ー。不安な場合は No と言っ

ても良い。 

ドラマや映画、インターネッ

トコンテンツを参考にする

と、暴力に繋がる可能性があ

る。 

まなブック P.２ 

・「全ての人が幸せに生きる

権利」がある。 

主張しすぎも良くないが、言

われるまま流されるのも違

う。自分を大切にすれば、相

手も大切にできる。これは、

性の話も同じ。 

まなブック P.８ 

・実際にその時が来たら、言

えない可能性もある。そのた

め、セーフセックスのために

交渉し、安全でない性的行為

を拒否するスキルが必要であ

る。 

・性衝動に任せて性交渉をす

ることで出てくるリスクがあ

る。（望まない妊娠、性感染）。 

※性交渉、正しいコンドーム

の使い方→別冊 
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・自分の性的行動に責任を持

った行動をすること、リスク

という情報に基づいた意思決

定をし、それを意思表示する

必要がある。心配、不安があ

るときは「いやだ」と言って

も良い。 

・性的行動に関する意思決定

の、ポジティブな結果とネガ

ティブな結果を見極める。未

来、人生設計にどのように影

響するのか。 

 

まなブック P.１３,１４ 

・恋人間で起こる暴力「デー

ト DV」は大人だけではなく、

中学生や高校生の恋人間でも

起きており、男性でも女性で

も被害にあうことがある。 

・好きな人と一緒にいるはず

なのに「つらい」とか、相手

のことを「怖い」と思う、相

手のことを「独占」「支配」

したいと感じるなら、一緒に

いることはできない。一人で

悩まずに必ず誰かに相談す

る。 

まとめ ７．学習を振り返り、まとめをする。（個

人学習） 

・振り返りと参考資料（ホー

ムページ）の説明 

フェーズ  学習内容・学習活動  指導上の留意点 
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私立高校保健体育科教諭作成指導案 

高校 1年 

第１時間目 

（１）目標  

 本時では、まずは生物学的な性がどのように分化するのかを理解する。また性分化の過程に

おいては、必ずしも男、女に分けられるものではなく、ホルモンの分泌状況によって影響を受

けることを理解する。  

（２）展開 

  学習内容・学習活動  指導上の留意点  

  

導入  

  

① 男か女を何で見分けているのかを問う 

 

 

 

男と女はいつ・どのように決まると思う

か、またどのような過程で男と女に分かれ

ていくかを問う 

ここでは多様性のことについ

ては触れず、生物学的な性、

男か女のいずれかと考えたと

きに、何で見分けるかを問う 

 

① の回答をもとに、それが

いつどのように決まるの

か、またどのように変化

していくかを考えさせる 

※いずれも自由に回答させ、

性分化について少しでも関心

を抱けるよう工夫をする 

  

  

展開  

  

  

① 性分化の過程を理解する 

② 性染色体の組み合わせ  

XX＝女 、 XY＝男 

③ 胎生 週頃まで、性腺原基という共通の

器官を持っている 

XＹの場合 Ｙ染色体上にある「精巣決

定遺伝子」の有無により、性腺原基が男

の性器を形作っていく 

なければ、女の性器を形作っていく 

④ 内性器の分化 

精巣が作られると、男性ホルモン(テストス

テロン)を分泌するようになる。すると、さ

らに性器が男性化していく 

⑤ 外性器の分化 

⑥ 中間の性器を持ち合わせることについ

て 

あくまでも生物学的な性分化

の過程であることを強調する 

 

 

 

もしＸＹの組み合わせであっ

ても、Ｙ染色体上にあるはず

の精巣決定遺伝子がなけれ

ば、女型になる 

 

 

 

この時に、何らかの影響でテ

ストステロンの分泌が少ない

と、女性器を形作っていくこ

とになる 
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まとめ  

  

性器の成り立ちの上では、元々は女型であ

ること、そして同一性、連続性をもってい

ることを理解する 

また、ホルモンの分泌状況によって、必ず

しも男か女どちらかの性器で誕生するわけ

ではなく、両性の性器をあわせもって生ま

れたり、中間の性器をもって生まれること

もあるなど、多様であることを理解させる 

次回は、性分化についての復習と脳の性分

化について触れることを予告する 

絶対〇〇ということはなく、

性器の分化、脳の分化、セク

シュアリティも人それぞれ

で、個性であることを理解さ

せたい 

 

第２時間目 

（１）目標  

 本時では、月経のしくみ(ホルモンの分泌によって起こる現象)を理解した上で基礎体温につ

いて触れ、性周期と一致して変化している基礎体温、ホルモンの分泌状況について理解する。

また月経に伴って起こり得るこころやからだの変化、発現する症状、改善方法などについて理

解を深める。 

  

（２）展開 

  学習内容・学習活動  指導上の留意点  

  

導入  

  

前回の復習(内性器の名称及び月経のしくみ)  

中学の復習も兼ねて、初めて月経を迎えるこ

と、性周期、性周期の数え方等を確認する 

生徒が受け身にならないよう

に、当てるなどして 

確認をしていく 

まなぶっくｌｅｖｅｌ2 8ペ

ージを参照させる 

 

  

  

展開  

  

  

① 基礎体温について 

・基礎体温とは… 

 生命維持に必要な最小限のエネルギー 

しか消費していない安静状態にある時

の体温 

測り方-朝目覚めたら、床の中で一定の

時刻に測る、舌下で測定 

基礎体温計のこと 

・性周期と一致して変化するため、性周期 

 

基礎体温計などを示しなが

ら、普通の体温(計)との違

い、測り方などの違いに触れ

る 

 

 

 



59 

 

   の指標となる 

 ・低温期、高温期、排卵について 

  グラフの見方 

  低温期と高温期の定義 

  低温期と高温期の体温差(0.3℃前後)に

ついて 

   グラフから排卵日(前後)を読み取る 

 

② 性周期と基礎体温、ホルモン分泌の関係性

について 

 

③ PMS、月経困難症について 

PMS-定義、原因(黄体ホルモンの働き等につ

いて)、症状(こころやからだの症状・

生活上の変化など)、対処法 

月経困難症-定義、器質性(続発性)・機能性

(原発性)困難症のそれぞれの原

因、症状、対処法(器質性の場

合、機能性の場合)  

④ ピルについて 

月経不順や月経に伴う症状軽減のための 1つ

の方法として 

基礎体温変化のグラフを見な

がら、低・高温期、排卵予測

等について触れる 

 

グラフに低・高温期、排卵日

を書き込ませる 

 

排卵後に体温が上昇するの

は、黄体ホルモンの働きによ

るものだということに触れる 

 

性周期、子宮内膜の変化、起

こる現象、ホルモン分泌量の

変化などがグラフになってい

るものを使って、性周期と一

致してどのように変化してい

るかなどを確認していく 

 

PMSや月経困難症の症状等

に悩んでいる生徒が安心でき

るよう、もしくは対処できな

い症状の場合は病院につなげ

られるようにする 

月経に伴う症状は我慢しすぎ

ることはなく、それぞれの対

処法で軽減したり、改善させ

られるものであると伝える 

まなぶっく level3 5ページ 

月経 Q＆Aやまなぶっく

level2 11ページを参照し、

該当する自身の症状等を確認

する資料として用いる 

まとめ 

授業で触れた内容について、繰り返し言葉に

出して確認する 

プリントやプリント内のグラ

フ等を用いながら、確認させ

る 
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第 3時間目 

（１）目標  

 本時では、性周期(月経のしくみ)、基礎体温、ホルモンの分泌とそのホルモンの働きについ

て理解を深める。さらに実際の生理用品を用いて、生理用品の種類、素材、使い方などを手に

取って確かめたり、グループで生理用品についての情報交換、月経に伴う症状などについても

共有しながら、個人差、人によって異なり様々であることを理解する。 

  

（２）展開 

  学習内容・学習活動  指導上の留意点  

  

導入  

  

月経のしくみ、基礎体温、ホルモン分泌及び

その働き等についての復習 

 

 

本日の内容の紹介 

 主に… 

生理用品のこと 

  PMSや月経困難症について 

  グループで 

前回の授業で用いた性周期、

基礎体温の変 

化、ホルモン分泌量の変化の

グラフを見なが 

ら、一通り確認する 

まなぶっく level2別冊 4ペ

ージの月経 Q＆Aのなかの月

経は恥ずかしいことではない

という部分を参照しつつ、自

分の経験談も話すなどして、

オープンに月経のことを話せ

る雰囲気を作る 

ただ自分のことを話すことは

強制ではないことも伝える 

生徒が受け身とならないよ

う、生徒自身が持っている情

報や考えをもとに話し合える

ようにする 

  

  

展開  

  

  

① グループワーク 

グループ分け→1班 4～5人のグループを

作る 

生理がきている人は、普段どの生理用品

を使用しているか、またその生理用品を

使用しているきっかけは？ 

 生理用品(ナプキン、タンポン、吸水ショ

ーツ、月経カップ等)を各グループに配布 

 実際に手に取って、素材、肌触り、香り、

使用方法等を自由に見る 

グループのメンバーが仲の良

い生徒同士とならないよう、

ランダムにグループを作る 

 

様々な生理用品、ナプキンに

も多くの種類があることを提

示する 
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月経期間中を快適に過ごすために・・・ 

・自分に合う生理用品を探す 

・生徒同士で、おすすめの生理用品等の

情報交換 

・PMS、月経困難症等の症状をもとに困

っていること、不安なこと、対処法な

どの情報交換 

 

② 産婦人科受診のタイミング等について 

 

まなぶっく level2 9ページ

を資料として用いる 

まなぶっく level2別冊 4ペ

ージを参照しながら、タンポ

ンの使い方について触れる 

 

まなぶっく level2 10ペー

ジを参照しつつ、情報交換の

資料とする 

 

 

まなぶっく level3別冊 最終

ページ保存版の産婦人科受診

方法を資料として用いつつ、

産婦人科の選び方、受診のタ

イミング、診察のことなど、

不安等がなくなるよう話す 

まとめ 

からだのつくり、しくみ等について理解した

上で、月経と上手に付き合う方法など自分と

って日々快適に過ごすためにはどうすれば良

いのか…等、考えを深める 

グループ内で出た情報などを

ピックアップして、共有でき

ること(本人たちの了承を得

られた場合)は全体で共有す

る 

 

 

高１保健 避妊① 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

性交の意味について考え、なぜ避妊が必要な

のかを考える。 

 

望まない妊娠や無計画な出産によってお互い

の人生に重大な影響を与える可能性が絶えず

あることを認識し、望まない妊娠をしないた

めに避妊について学ばなければならないこと

を確認する。 

 

 

 

・性交は人間関係の中で最も

親密な交わりの１つ。人間は

「妊娠・出産」のためだけで

なく、「コミュニケーション

を深め楽しみあう」ためにも

性交をすることを提示する。 
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展開 

 

 

なぜ避妊が重要なのか 

「パートナーへの責任」「新しい命への責

任」 

「性感染症の予防」の３観点から説明をす

る。 

 

避妊の方法について 

日本における避妊の方法を紹介する。（スラ

イドの写真と実物を実際に見せながら） 

① 卵子と精子を出会わせない方法 

  →避妊手術、男性用コンドーム 

② 卵子の排出を止める 

  →低用量ピル 

③ 着床を妨げる(子宮内に器具を入れる)  

→IUD、IUC  

 

男性用コンドーム 

実物を１人１つ配布し、まなぶっく level３

(別冊)の p.3を参照しながら使い方を確認す

る。2人１組になり相手の指に装着する。 

 

 

低用量ピルについて 

月経の仕組みを復習しながら説明する。 

① しくみ 

② 飲み方 

③ メリット 

デメリット 

 

 

 

 

 

・それぞれのしくみ・メリッ

ト・デメリット・費用・入手

方法を説明する。（男性用コ

ンドームと低用量ピルは後に

詳細を扱う） 

まなぶっく level３(別冊)の

p.1・2も参照し失敗の確率

に注目させる。 

 

 

 

 

 

・コンドームの使用を相手任

せにしないこと、女性も知識

を持つことの重要性を説明す

る。 

・嫌がる生徒に無理強いはで

きないが、“触りたくない”と

いう感覚が何に由来するのか

考えるきっかけを与える。 

 

・“ピル”にマイナスイメージ

を持っている生徒（保護者）

もいるが、過去の副作用の大

きい中用量ピルとは違うこと

を説明する。 

・避妊に有効でだけでなく、

婦人科疾患、さらには体のメ

ンテナンスをすることで毎日

予定をたてやすくなり、プレ
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コンセプションケアとしても

有効であることを説明する。 

まとめ 

 

なぜ避妊が重要なのかを確認し、日本におけ

る避妊方法を確認する。次回世界の避妊法の

比較を行うことを提示する。 

 

 

高１保健 第〇時間目 避妊② 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

前回授業の復習 

避妊の重要性について確認し、日本における

避妊方法について一通り目を通す。 

 

 

 

展開 

 

 

 

日本では未承認の避妊法について 

それぞれのしくみを説明する。 

① 避妊注射 

② 避妊インプラント 

③ 避妊チング 

④ 避妊ダイアフラム 

⑤ 殺精子剤 

⑥ 避妊シール 

 

避妊具の値段について 

それぞれの避妊具についてアメリカ、イギリ

ス、カナダ、オーストリア、フランス、ドイ

ツ、スウェーデン、日本の値段を確認する。 

 

世界に避妊法の動向について 

世界と日本の避妊方法の割合を提示する。 

欧米ではピルや IUD、避妊注射など、より 

確実で女性にも使えるものが約 8割を占め主

流になっていることを説明する。 

 

NHK 社会ニュース(2021.9.25)の記事照会 

 

緊急避妊薬(アフターピル)について 

入手方法・値段・相談先について説明する。 

まなぶっく level３(別冊)の p.2を参照する 

 

 

・避妊の成功率を確認しなが

ら日本の主な方法と比較させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・いかに日本の避妊具が高い

かに留意させる。 

 

 

 

 

・日本では男性が行う避妊方

法に偏っていることに留意さ

せる。 
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まなぶっく level３の p13-14を参照する 

アフターピルの値段と入手方法について世界

と日本の比較を行う。 

 

予期せぬ妊娠をしたとき 

まなぶっく level4の p23-24を参照する 

 

・アフターピルは最終手段だ

が、もしものために知ってお

くことは大切であることを説

明する。 

・すでに 90か国以上で処方

箋なしで購入できるのに比べ

日本における入手環境がとて

も限定的であることに留意す

る。 

まとめ 

 

日本と世界の避妊方法や値段の差を確認し、

現状を理解する。また、日本の抱える課題に

ついてどのようなことが考えられるか、行動

できるか後期の授業の種まきとして問題提起

をしておく。 

 

高１保健 第〇時間目 性感染症① 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導入 
性感染症とは何なのかを理解し、決して他人

事ではないことを説明する。 

 

 

 

展開 

 

 

 

性感染症(STI)とは 

主に性的接触を介して広がる感染症のこと。 

代表的な性感染症の種類を説明する。 

まなぶっく level３の p12を参照する 

① クラミジア感染症 

② HIV 感染症(エイズ)  

③ 梅毒 

 

なぜ気を付けなければならないのか 

① 無症状で進行しパートナーにうつす可能

性がある。 

② 不妊症の原因になる 

③ 子どもに感染する 

④ HIV に感染する可能性が高くなる 

 

感染実験 

 

 

・あくまで性行為で感染し、

日常生活（握手、回し飲み、

お風呂等）では感染しないこ

とに留意する。 

・近年若い女性を中心に梅毒

感染が急増していることに触

れる 

 

 

 

・ひと昔前までは一般の人に

は関係のない風俗街の病気と

いうイメージでとらえられて

いたが、誰にでも関係のある

病気であることを説明する。 
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クラス人数分の紙コップを用意し、蒸留水を

入れ、そのうち２つに重曹を溶かしておく

（性感染症保持者とみなす）。 

ランダムに 1人 1カップを持ち周囲の人と中

身を 1度混ぜてから半分にわける。（これを

性交とみなす）人数は各々に任せる。 

一通り終わったところでフェノールフタレイ

ンを垂らして周り、赤く着色した人は性感染

症に感染したことを伝える。 

 

感染のリスクを下げる方法 

まなぶっく level4の p25-26を参照する 

① 性行為をしない 

② コンドームを正しく使用する 

③ 清潔にする 

④ ワクチンを打つ 

検査を受ける 

 

 

・最初の性感染保持者と直接

交換していなくとも感染する

ことを通して特定のパートナ

ーだけだからといって安心は

できないことを実感してもら

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・コンドームは避妊の成功率

は高くないものの性感染症の

観点では大切であることを説

明する。 

・オーラルセックスでも感染

することに触れる。 

 

まとめ 

 

性感染症を他人事として捉えず、定期的に性

感染症検査をうけたり違和感を感じたら産婦

人科を受診することを確認する。 

 

 

高 1保健 単元名【男性の体】 45分 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 教材 

導入 前回の授業では、女性の体を学んだ。 

女性と男性の体の違いを理解し、男性の体の

仕組みや生殖器や、男性の「性」の在り方を

知る。 

 

展開 胎生期から男性ホルモン（テストステロン）

が作られる。⇒思春期になるとさらに分泌が

盛んになる。 

精巣では精子を多量に作り出す 

作られた精子は 精巣上体 に蓄えられ、よ

り成熟する 

本校独自プリント参照 

 

図を見ながら、男性の性器の

構造を確認する 
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 ※体外に出されなかった精子は体内に吸収

される 

≪精子の構造≫ 

精子 0.06ｍｍ 外部からのエネルギーがな

いと動けない。精子の寿命  

⇒精のうや前立腺からの分泌液と混じること

でエネルギーを得る 

精巣が体内にない理由 … 高温に弱い 

陰のうの役割⇒ 伸び縮みし、温度調整をす

る 

 

精子が体外に出る仕組み 

【射精】 

性的刺激が起きると ペニス は勃起し、精

液は 尿道     を通って体外に排出さ

れる   

⇒初めての射精のことを 精通 という。 

※精液とは、精子と前立腺や精のうからの分

泌液がまざったもののこと。 

 

【射精の種類】 

・遺精 

・夢精 

・マスタベーション（セルフプレジャー） 

・（性交） 

射精後の精子の寿命 3～5日 

一度の射精で放出される精子の数 数億（個

人差ある） 

靴下にテニスボールを入れ、

精巣と精嚢の構造と仕組みを

説明 

 

本校独自プリント及びまなブ

ック③P.6参照 

まとめ ちからだめしプリントをやってみる（答え合

わせ） 

本校独自プリント 

 

受精・妊娠・出産  2時間前後で展開 

第 1時間目 講義 （スライドと、子宮の模型パネルを使って進める） 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

・女性の身体、性周期(月経)について復習 

 

 

・性周期の中で、排卵期に性

交渉をもつと、妊娠の可能性
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が高まることを、下記の点を

ポイントに復習する 

→排卵期とは性周期の中のい

つ頃のことか 

→卵巣から排卵された卵子

の、子宮までの経路 

→受精は卵管膨大部で行われ

る 

 

 

展開 

 

 

受精について 

・男性の身体で作られた精子が、女性との性

交渉により、女性の体内に入って、受精する

までをスライドを使って説明 

 

 

 

 

 

 

 

・受精という、一つの卵子に一つの精子が入

る過程を説明 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠(着床)について 

・受精卵が子宮へ向かい、子宮内膜に根を張

る過程を説明 

 

 

・子宮内膜に根を張る＝着床＝妊娠成立 

・妊娠すると、ホルモンの働きによって排卵

がなくなり、月経も休止する 

 

 

・男性の身体で作られた精子

は、女性の体内で射精後、膣

→子宮→卵管・卵管膨大部へ

進む。女性の身体で作られた

卵子は、排卵後、卵管采→卵

管・卵管膨大部→子宮に向か

って転がり進む。 

・受精する場所は、女性の体

内の卵管膨大部であること

を、精子と卵子の経路を図で

示しながら確認。 

・まなブック level3の p10

を参考資料として用いる。 

 

・受精卵になるまでの流れを

説明 

精子の頭部にあるタンパク分

解酵素で、卵子の膜を溶かし

中に入る。受精後の卵子は、

他の精子を入らせないように

幕を閉じ、受精卵となって卵

管を転がり、子宮へ向かう 

・多胎については、出産の範

囲で説明 

・まなブック level4の p21

「妊娠には様々な方法があ

る」ことについて、簡単に触

れる。 
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妊娠の成立と各器官の形成について 

（※下記項目①②あたりまで進められると良

い） 

・受精卵の細胞分裂から、各器官の形成まで

の過程を説明 

① 胎盤の形成 

② 臍帯(へその緒)の形成 

③ 妊娠初期の各器官の形成 

 

 

 

 

・卵管膨大部で受精が完了し

たあと、細胞分裂を繰り返し

ながら、卵管を転がり子宮

へ。（卵管内の柔毛に転がさ

れて子宮に運ばれる） 

 

・子宮に到着した受精卵は、

子宮内膜に根を張る。この現

象を着床という。着床＝妊娠

成立を意味する。 

・受精後～着床までは、約 7

日間 

・まなブック level3の p10

を参考資料として用いる。 

 

 

 

 

 

 

① 胎盤は、着床から約 4 月

かけてつくられる。 

大きさ約 15～20㎝、重

さ 500グラム程度の楕

円形。役割は、母体か

ら酸素と栄養を胎児

へ、胎児から二酸化炭

素と老廃物を母体へ、

受け渡しの働きを担っ

ている 

② 臍帯は、2本の動脈と 1本

の静脈がらせん状に構成

されていて、母体(胎盤)

と胎児をつなぐ役割を担

っている。※らせん状に
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なっているのは、胎児が

体内で動いたり回転した

りしているため。 

③ 脳→心臓→目→手足の順

で、胎児の体が形成され

ていく。（その後は、口唇

→歯→耳→鼻→腹部） 

 

 

まとめ 

 

・女性の性周期が、受精・妊娠に大きく関係

していることを確認。次週以降、母体のほか

に、胎児の成長についても学習していくこと

を確認。 

 

 

第２時間目 講義 （スライドと、子宮の模型パネルを使って進める） 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

・前回授業の復習 

受精の流れ、着床までの受精卵の動き、妊娠

成立後の胎児の各器官の形成と、母体の体調

変化について 

 

 

 

 

・『妊娠の成立と各器官の形

成について』の内容の進度状

況に合わせて、ポイントを絞

って解説。本時の内容にな

る、母体以外の胎児の成長過

程に関係する項目について要

確認。 

 

 

展開 

 

 

 

妊娠の成立と各器官の形成について 

（※下記項目③より再開） 

・受精卵の細胞分裂から、各器官の形成まで

の過程を説明 

① 胎盤の形成 

② 臍帯(へその緒)の形成 

③ 妊娠初期の各器官の形成 

 

母体内の胎児について 

・生まれるまで、母体の子宮の中の羊水に浮

かんで成長していく。 

 

 

 

③脳→心臓→目→手足の順

で、胎児の体が形成されてい

く。（その後は、口唇→歯→

耳→鼻→腹部） 

 

 

 

 

 

・羊水の役割は、４つ。 

① 外部の衝撃から胎児を守
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妊娠したら気を付けること、妊婦さんを見か

けたら気に掛けること 

 

 

 

 

出産(分娩)について 

・最終月経の初日から、約 40週後に出産を

迎える。陣痛・破水が起こり、その後、胎児

は頭から生まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多胎について 

双子や三つ子などを指す 

一卵性、二卵性の特徴について説明 

 

 

 

る 

② 動く練習をする場。自由

に動いて、骨格や筋肉を

発達させる 

③ 呼吸の練習（羊水を飲ん

で排泄する） 

④ 保温 

 

 

・妊娠したら、喫煙や飲酒を

しない 

・妊婦さんを見かけたら、心

優しい行動を 

 →マタニティ―マークの認

知を 

  ※最近はつけていない人

もいるということ 

 

 

・まなブック level4の p24

「妊娠週数の数え方」を参考

資料として用いる。 

 

出産の流れ 

・最終月経から起算して約

40週頃、子宮の周期的な収

縮(痛みを伴う)である陣痛を

合図に、胎児は頭から回転し

ながら出てくる。陣痛の前後

に、破水が起き、子宮口全開

になったのち、出産にいた

る。 

→陣痛は、胎児のホルモンに

よって外に出る合図として起

こる現象 

→破水は、母体と子宮壁のあ

板にあった空間である羊水
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が、母体から体外へ流れ出る

こと 

→胎児は、頭蓋骨を重ねて、

頭から、回転しながら産道を

通って生まれてくる 

・分娩時間は、初産婦で約

12~15時間、経産婦で約５

～８時間ほど。 

 

 

一卵性…一つの卵子に一つの

精子が受精した後、受精卵が

二つに分裂したかたち。胎盤

は一つ、ほぼ 100％同じ遺伝

子を持つ。 

二卵性…二つの卵子に二つの

精子がそれぞれ受精した後、

それぞれの胎盤を通して成

長。 

 

 

まとめ 

 

・女性の性周期が、心身に関わっていること

や新たな生命誕生に関わっているという、重

要性を確認。 

・自身の身体を大事にするこ

とや、体調等小さな変化も見

逃さないように、体について

関心を持っておくことが大切

であることを伝える。 

・まなブック level３の p4

「女の子の体に大切な栄養の

はなし」を参考に性周期の話

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 



72 

 

6-4. レベル 4 (15 歳～18歳)   

 

公立高校 1年 保健体育教諭作成指導案 

１ 授業題材名 

「メディアが与える影響を考えよう」 

２ 本時の目標 

・メディアで言われている情報について批判的に考えたり、自分の意見を伝えたりすることが

できる。 

・体に関して、前向きでプラスの感情をもつことができる。 

３ 使用する教材 

まるっとまなブック（まるっと からだとこころの科学 まなブック編集委員会）

+PowerPoint  

４ 本時案 

 生徒の活動 教師の支援 指導上の留意点 教

材 

導入（7分） ・挨拶、出欠確認 

・思春期講座の振り返り

(資料①②) 

・本時の見通しをもつ（資

料③） 

 

・班に分かれる 

・ワークシートに記名 

・思春期講座の振

り返りを行う(資料

①②) 

・題材と目標、キ

ーワードの提示

（資料③） 

・４～６名の班に

分かれ机をつける 

・ワークシートの

配布 

 

・TV と PCの準備 

・性教育は主に２年

次で学習することを

伝える 

・ルッキズムを強調 

・近くの男女混合の

班 
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展開（35分） Q1.自分の外見について悩

んだことはありますか？

（資料④） 

・（はい/いいえ/無回答）

で答える 

Q2.外見が「～でなくては

いけない」「～の方が良

い」と思っていることはあ

りますか？また、そう思っ

たきっかけや理由はどんな

ことですか？ 

Q3.外見を変えると、どん

な良いことがあると想像し

ますか？ 

・個人で考え、班の中で交

流する 

＜予想される生徒の答え＞ 

◇顔（スタイル）がいい方

がモテる、映える、友達が

多い、先生に好かれる、自

身がつく、清潔感があるな

ど… 

 

知らない間にメディアの煽

るモテコンテンツの影響を

受けていませんか？ 

・メディアによるルッキズ

ムの効果や影響を考える 

・普段の自分の行動や考え

方を振り返る 

・日本人の 10代の少女を

例に、ルッキズムの影響に

ついて考える 

Q4.なぜこのような結果に

なったのか考えよう 

・班で意見を交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班で全員に意見を

出してもらう 

 

・ルッキズムはど

のように作られる

か、資料⑤⑥を説

明する 

 

 

 

 

 

・資料⑦の説明

（ここでは 10代の

少女に限定した話

で進める） 

 

 

 

・時間があれば数

班に発表してもら

う 

・いいえ、無回答の

生徒も交流に参加し

て考えてもらう 

・Q1,2とも数班に発

表してもらう 

 

・ルッキズムは広告

や SNSなどメディア

によって作られ、人

はその影響を多大に

受けている 

・プリクラや自撮り

で加工するかなども

問う 

・雑誌や動画の間に

流れる広告について

も説明 

・SNSで「いいね」

するのはどんな人？

（どんな外見か

な？） 

・日本人は外見に極

端に自信がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一部の過激なメデ

ィアや広告によって

知らぬ間に影響を受

けていることを強調 
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◇売り上げを上げるための

情報に踊らされている、そ

の人の性格、いじめられな

いようにする、自分に厳し

いなど 

 

・外見はその人の

価値を決めるもの

ではないことを強

調（資料⑧） 

メディアで言われ

ているモテ情報は

本当？体の価値観

は誰かに決められ

るものではない！ 

まとめ（8分） Q5.体に関して、前向きで

プラスの感情や考え方をも

つことで得られる利点はな

んだろう（資料⑨） 

・ワークシートへ記入する 

・続けて感想も記入する 

・利点と感想を記

入させる 

・率直な思いを記入

させる 

５，その他  ・PowerPoint 資料⑩については、授業の最後に時間があれば見せる。 
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１年保健「メディアが与える影響を考えよう」 

組  番 名前               

１， 自分の外見について悩んだことはありますか？ 

【  はい   ・  いいえ  】 

 

２，①外見が「～でなくてはならない」「～の方が良い」と思っていることはありますか？ 

また、そう思ったきっかけや理由はどんなことですか？ 

 

 

 

 

 

 

②外見を変えると、どんな良いことがあると想像しますか？ 

 

 

 

 

３，ユニリーバの調査結果について、日本の１０代の少女たちでは、なぜこのような結果にな

ったのか、考えよう。 

 

 

 

 

４，体に関して、前向きでプラスの感情や考え方をもつことで得られる利点はなんだろう？ 

 

 

 

 

５，今日の授業 

 

 

 

公立高校 1年 社会科教諭作成指導案 

こう思っている                 同じ班の人の意見 

また、そう 

思った理由 

 

 

こんな良いことがある              同じ班の人の意見 

 

 

 

理由                      同じ班の人の意見 

 

 

 

ɟɅȡȠǵ Ḹǲǫǋǭȏǖ ǏȒǚǯǓǮǔȅǞǦǒƳ ѝǵ̱ǲǫǋǭᾜǞǮȉѼׄǔǲ ǏȒǚǯǓǮǔȒ

ȏǍǲǱȑȅǞǦǒƳ 
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１ 授業題材名 

性に関する権利や法律について考えてみよう 

２ 本時の目標 

 ・性犯罪をめぐる刑法について、改正点を理解することができる。 

 ・性的同意について、適切な行動ができる知識と判断力を着けることができる。 

３ 使用する教材 

・まるっとまなブック （まるっと からだとこころの科学 まなブック編集委員会） 

・公共 （実教出版） 

４ 本時案 

 学習活動等 指導上の留意点 指導上の留意点 

□資料 

○評価規準【観点】 

（評価の方法） 

導入（7分） 既習事項から社会変容によっ

て、主張されたり、変更され

たりした法律を振り返る。 

 ・平等権や新しい人権で主

張された権利などを振 

り返る。 

〇本時の学習課題を確認す

る。 

【本時の学習課題】性犯罪の

刑法改正点を理解する。性的

同意について適切な考えを身

に着ける。 

  

展開（35

分） 

【発問①】それって同意があ

りますか？ 

・曲の歌詞や映画のシーンを

基に、性的同意の必要性を考

える。 

 

〇不同意性交等罪について理

解する。 

 ・まるっとまなブック

（pp.17-18）から、改正され

たポイントを理解する。 

 

 

・性的同意の重要

性に気付かせる。 

 

 

・まるっとまなブ

ックを活用して、

改正点を理解させ

る。 
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・法が適用される行為を理解

する。 

【発問②】適切な同意を得る

方法は？ 

〇適切な性的同意を行える知

識と判断力を身に着け 

る。 

・まるっとまなブック（pp.９

-10）から、性的同意が成立し

ていない性的行為はすべて性

暴力であることを理解する。 

・性的同意が難しくさせてい

る背景を知り、NO と言いづ

らい環境を想定して、自分で

あればどのように断るか考え

る。 

 

 

 

 

・被害を与えな

い、被害を受けな

いために知識と判

断力を身に着けさ

せる。 

まとめ（8

分） 

〇学習課題を振り返る。 

〇ワークシートに感想を記入

する。 
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＜事例１＞ 

「あるカップルのやりとり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 二人のやりとりを読んで、どう思いましたか？ グループで交流しよう。（２分） 

 

２ 陽子の良くないと思うところはどこですか？そしてなぜ、このような言動をしてしま

ったと 

思いますか？ グループで話し合って簡潔にまとめよう。（５分） 

 

 

 

 

 

 

※北男は悪くない？悪い？ 

 

３ 二人はどんな関係に変わっていったら良いと思いますか？ グループで交流しよう。

（２分） 

 

 

  

ἧ ˹ ǯǱȑǵₐǵ ′ӳǨȊȚǯ̎ ǖ ǞǭǋǦǮǞȎƳ 

Ӕ ǋȋƲ̎ ǖǪǭǋǍǒƲ ǵɘɶȶǓȖǒȐǱǒǪǦǒȐ ǋǦǧ

ǘǧȏƳ 

ἧ ǍǤǫǔ ǐǐ  

Ӕ ǱȚǒǞǭǋǱǋȏƳ 

ἧ ̊Ẇǵặἧǯ Ǡǵ ȷɜəǨȎǍǧǋƳ 

ἧ ặǵἧǵ ϼǶЋ ǞǭǑǋǦǒȐƳǤǞǭӔ Ʋ֘ ǯ ǺǠǕǱ

Țǧǘǰ  

Ǥǵ ǓǉȒǱȐ ǯ ȚǮȏɷ(`Ü£)  

Ӕ ȖǒǪǦȏĢƳ ϼ ǜȓǨȊǪǦǘǰ ἧǵ˗ǓẺǔǧǒȐǞȎǍ

ǓǱǋǒĢƳ  

＜良くないところ＞ 

 

 

 

Ǳǣ   
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＜事例２＞ 

「ある女子高生の悩み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 二人の言動に問題点はある？ グループで考え、簡潔にまとめよう。（５分） 

 

 

 

２ 性行為のリスクについて考えよう。グループで話し合って箇条書きで挙げよう。（５分） 

 

 

 

３ 良い恋愛をするために必要なことは何だろう？ 個人で考えてみよう。（３分） 

ǲǶ☼ ǓǋȅǠƳ 

Њἶ♥ǲ̂ǔֻǋỒȈǭƲȉǍ ɴ Ǔ ǨȅǞǦƳ 

ǵȭɧȷǵ☼Ƕү▌ȋ ҲǱǰǋȔǋȔǱ Ǯ̝ Ǔ ȆƲ Ǟ

ǋ șʝ ǲ ǛǢȒ˲ǮǠƳ 

 ☼ǯǵ̂ǔֻǋǶƲ ǲ ↓ǵ Ǯ ȂǰǑ ǞǠȒǵǯƲ

ɴ ǲ ᶥƲ ǵὤǲ ǺǲǖȒǖȐǋǮǞǦƳ☼ǵ֘˲ȉʝ ǲ ǭƲ

ȰɶɞșǞǦȑƲȖǋȖǋ ǋǧȑǠȒȏǍǱ ͜ǮǞǦƳ Ƕ☼ǯǵǤ

ȚǱ̂ǔֻǋǲƲӦѝ ǞǭǋȅǞǦƳǯǪǭȉ⃰ǢǮƲ☼ǵǚǯǓẎ

ẺǔǮǦȅȑȅǢȚǮǞǦƳ 

ǚǵ Ʋ☼ǓƼ;ǵὤǲ Ǻǲ ǱǋǒƳƽǯ ǪǦǵǮƲǦȈȐǍǚ

ǯȉǱǖ Ʋ☼ǵὤǲ ǔȅǞǦƳ 

 ☼ǵὤǲǶ ȉǋȅǢȚǮǞǦƳ 

 ǶᾜǞ █ǞȅǞǦǓƲǋǫȉǵȏǍǲ ǞǭǋȒǯƲǤȚǱ ȉǰ

ǚǒǿǋǪǭƲǯǭȉ Ǟǋ Ǔ ǕȅǞǦƳ 

 ǯǚȔǓƲЧ ș ǋֻǪǭǋȒǍǨǲלǲ▌ǋҘǮ ș╠ǪǸȐȓ

ǔǞȈȐȓǭƲ ǞΏǜȓȅǞǦƳ 

ǶǺǪǖȑǞǭƲӭѝ ǔǱǓȐ֫ȚǮǋȅǞǦƳ☼ȉǺǪǖȑǞǭ

Ƽ;ǵǚǯǓẺǔǟȊǴǎǵǒȏƽǯfl Ǫǭ ǔ ǞȅǞǦƳ 

 Ƕ▌ǋ֥ Ǯ☼șǵǵǞȑƲǘȚǒșǞǭὤǲₒȑȅǞǦƳ 

˹♥Ʋ☼ǯǰǍǋǍ̂ǔֻǋ șǞǦȐ ǋǒ ȚǮǋȅǠƳ 

 ☼ǯ ǋּה șǞǦǋǘǰƲ ǞǋǮǞȎǍǒ  

 

＜彼氏の問題点＞ 

 

 

＜彼女の問題点＞ 
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私立高校保健体育科教諭作成指導案 

高 3保健 ジェンダーについて 

主旨 

文化的社会的に構築されるジェンダーという概念から、男女の間に不平等が生じてしまってい

る現状について知る。問題に関心を持ち、実態を知ることで、包括的（ジェンダー平等や多様

性など人権尊重を基盤）性教育に関心を持つきっかけとする。    

全３コマ 

第 1時間目 講義 （スライドを使って進める） 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

導入 

 

ジェンダーとは 

 

 

 

生物学的な性とは 

 

よく耳にする「LGBTQ 」や

「SOGI」という言葉から、

SDGs、マララユスフザイさ

ん、日本のジェンダーギャッ

プ指数に話題を伸ばす。 

 

生物学的な性の特徴を両性持

つ人や、区別が曖昧である人

もいることについて共有。生

物学的な観点から、社会的・

文化的な観点へ。 

・まなブック レベル４の P

３～４を読み、性別学的性別

に関する資料・情報共有とし

て扱う。 

 

 

 

展開 

 

 

・ジェンダーの規範とは 

 

・ジェンダーの固定観念とは 

男女ともに「固定観念」と 10個ずつ

挙げさせ、クラス内共有。個人的なジ

ェンダーに対する考えを書き出す。 

 

・性別役割分業について 

 

 

 

・クイズ （アムネスティから引用） 

 

 

 

 

 

その「固定観念」がフェアで

ない理由を考えさせる。 

→問題となっているのは、期

待に応えられないことを、

「間違っている」と感じるこ

とであることを確認。 

 



82 

 

「天才外科医をもつ息子が父親とドラ

イブに出かけ・・」 

無意識のうちに潜在的にすり

込まれている固定観念につい

て、クイズを解いてもらい実

感させる。 

 

まとめ 

 

・社会にあふれているジェンダーバイ

アスと、時代とともに変遷するジェン

ダーについて、考える。 

 

労働とメディアの観点から、

テレビ CM をいくつか紹

介。 

 

 

第 2，3時間目 個人ワーク、グループワーク 

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

 

2時間目 

 

過去 1年間のジェンダーに関する新聞

記事５つの中から自由に１つ選択 

 

＜個人ワーク＞ 

① 記事の要約、重要箇所 

② 自分が着目した点についてどう考

えるか 

今後の社会・生活環境に向けてまとめ 

自分が当事者であった場合に考えるこ

と 

新聞記事はクラスの保健

Teamに投稿しておく。選ぶ

ように指示。（①に関して

は、後の発表で簡単に紹介す

るため。） 

 

・「個人の可能性に制約 学

校の中のジェンダー」 

・「男女共同参画は家庭改革

から」 

・「霞が関の男性 育休は一

か月」 

・「『大黒柱は男？』見つめ

なおす日に」 

・「女性活躍推進と多様性」 

 

 

3時間目 

展開 

 

 

＜グループワーク＞ 

① 個人ワークの要約・着目点について

共有。 

 

グループ内の着目点について意見を交

わし、今の自分たちが考えておくべき

ことやできること、望む形態について

意見を交わす。 

 

グループは、同じ記事を選ん

だ人で、教員が組み調整し、

5・6グループをつくる。 

 

まとめ 

 

② 各グループワークの内容を共有。 同じ記事でも、人によって着

目点が違うということ、観点
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 記事の内容、グループで出た考えや取

り上げた問題点、結論、を発表する。

各班２～３分で発表する。 

の持ち方の違いがあることを

確認。 

・まなブック P13「性暴力と

は何か」や、P13「親密な関

係性の中でも暴力は起こる

(デート DV)」に触れて、新

聞記事の話題と繋げられそう

であったら、参考資料とす

る。 

ジェンダーについて、立場の

違いで様々な問題や課題を抱

えていることを共有。その解

決やより困難のない生活に向

けて、どんなことができるか

を考え、Formsにまとめて回

答送信。 

 

※次回の授業で紹介。 
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高校 3年 

保健                         ワークシート 

話し合いメンバー：                              

 

ジェンダーに基づく暴力・たすけを求めるスキルについて考えよう 

チャイルドグルーミング含め、性やジェンダーに基づく暴力で、日常で気を付けたいと感じた

ものはどのようなことか 

 

 

 

 

 

 

ピアプレッシャーを感じた時に、どのように抵抗したら、距離をおけるか 
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高 3 保健                    ワークシート 

性犯罪の刑法改正について考えよう 

 

2023年に強制性交等罪が不同意性交等罪に名称が変更となり、性交同意年齢も、13歳から

16歳に引き上げられた。（5歳差要件あり） 

右の表は世界の性交同意年齢

を記したものである。性交同意

年齢については、子どもを性被

害から守るという観点では引き

上げれば引き上げるほどよいよ

うに思えますが、一方では、そ

の年齢まで子ども自身が「望む

性行為」を法律上選択できない

という側面もあります。 

性交同意年齢を何歳に定めるのか良いか、考えてみよう。 
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7. 自治体・企業・薬局・教育機関における好事例集 

7-Ⅰ. 自治体における好事例 

全国の 150都道府県・政令指定都市・中核都市に対して、調査説明書と、保健所で行

っている女性健康支援の取り組みに関する質問紙回答を郵送にて依頼したところ、郵

送した調査票に対し、35ヶ所の自治体（回収率 27.6 %）から回答が得られました。得

られた回答の内、 女性健康支援事業を行っていた自治体は 20カ所で、最も多かった

事業は、女性健康支援センター事業（望まない妊娠、身体的・精神的な悩みに対する

相談、検討会の設置、相談員の研修）でした（表１）。続いて、健康教育事業、不妊

専門相談センター事業、HTLV -1母子感染対策事業でした。また、事業実施期間は、

県助産師会が最も多く、続いて医師、保健師・助産師・看護師、その他となっていま

した。 

 

 

本手引書では、回答が得られた 35ヶ所より下記の６事例を報告します。 

事例 A 東京都における好事例 

事例 B 栃木県における好事例 

事例 C 群馬県における好事例 

事例 D 神奈川県横須賀市における好事例 

事例 E 茨城県における好事例 

事例 F 東京都練馬区における好事例 

表１． 
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事例 A 東京都における好事例 

事業 ① 

対象者のライフステージ：妊娠前（学童期・思春期） 

課題：若年層における性を含む健康相談 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：相談窓口事業 

 

とうきょう若者サポート（わかサポ）は、都内に在住・在勤の中学生以上の 10代の若者

を対象とし、性を含む健康に関する幅広い相談に電話・対面・メールで看護師等の専門職

が対応する相談窓口。若者が興味を持ちそうな講演イベントなども開催し、イベント時に

対面相談会を併設しています。相談員の派遣や対面相談に関する会場設営等は外部委託し

ています。相談内容を適宜東京都と共有し、対応の仕方等打ち合わせも行なっています。 

事業名  

とうきょう若者ヘルスサポート 

対象者  

都内に在住・在学・在勤の 10代の若者 

事業内容 

・ 性を含む健康に関する幅広い相談に電話・対面・メールで看護師等の専門職が対応する

相談窓口。 

・ 相談員の派遣や対面相談に関する会場設営等は外部委託。相談内容を適宜東京都と共有

し、対応の仕方等打ち合わせも行なっている。 

背景・契機 

国の「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針」（令和 3年 2

月閣議決定）により、男女を問わず、相談支援や健診等を通じ、将来の妊娠のための健康管

理に関する情報提供を推進するなど、プレコンセプションに関する体制整備が求められてい

る。 

これを受け、中高生等の思春期特有の悩みや妊娠を考える男女を対象とした健康管理など

について、相談の実施方法や医療機関との連携等の体制整備を検討した。 
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実績 

R4年 10月から開始し、12月までの 2ヶ月間で 100名（概数）近くが利用した。 

目標 

都内の対象へ周知を進めていき、相談窓口利用者を増やす。 

事業効果 

学校や身近な大人にはなかなか相談しにくい悩みをもつ若者が気軽に相談できるようになる

ことで、悩みからくる不安を減らし、また若者に性に関する正しい知識を知ってもらう。 

資料 

 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/sodan/wakasapo.html  
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事業 ② 

対象者のライフステージ：思春期～性成熟期 

課題：若年層における妊娠に関する相談 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：相談窓口事業 

 

若年層からの相談ニーズの高い「妊娠したかも？」の相談に対して、SNSによる相談

（現在は LINE によるチャットボット）対応を行い、若年向けにもわかりやすく・タイム

リーに相談に対応しています。産婦人科専門医の監修や、正しい性の知識と判断力を育む

支援を行う NPO 団体の協力のもと、「妊娠したかもしれない」時に取るべき行動や、妊

娠のために知っておきたい基礎知識等について、分かりやすく解説しています。電話やメ

ールで相談したい方には、「妊娠相談ほっとライン」が利用できます。 

事業名  

妊娠したかも相談@東京 

対象者  

都内在住の女性 

事業内容 

若年層からの相談ニーズの高い「妊娠したかも？」「避妊に失敗したかも」などの相談に対

応するため、LINE によるチャットボットでの対応を開設している。 

背景・契機 

都の既存事業の「妊娠相談ほっとライン」の相談内容のうち「妊娠かも？」の相談が 4割程

度を占めており、特に 10代からの相談は 8割が「妊娠かも？」の相談となっている。「妊

娠かも？」の相談については、「アフターピルの飲み方」「妊娠の可能性のある行為」「妊

娠検査薬の使い方」等、ある程度定型化している内容でもあるため、SNSによる相談

（LINE によるチャットボット）対応を行い、若年向けにもわかりやすく・タイムリーに相

談に対応できるようにした。 

実績 

LINE アカウントの友達登録数（男女合算） 

10代：9000人 

20代：14500人 
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30代：5000人 

40代：600人 

50代：600人 

目標 

なし 

事業効果 

若者向けの相談の入口として、気軽に相談できるように敷居を低くすることで、若年層から

の相談により多く対応することができる。実際は妊娠していなかった場合でも、若年向けの

性教育が学べるページに誘導し、「アフターピル」等について学ぶ機会の一助となるように

する。 

資料 

 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/katei/boshihoken_unkyo/unkyo

R2.files/06_LINEsodan.pdf  
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事業 ③ 

対象者のライフステージ：すべての世代 

課題：女性の健康に関する悩み 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：相談窓口事業 

 

思春期においては、からだの変化に伴い、異性や性への関心、自分自身のからだへの関

心が高まり、本人自身や親の悩みも多いです。また、避妊に関すること、婦人科疾患や更

年期に起こる障害など、年齢を問わず、女性ならではの悩みはさまざまです。 

このような女性の心身の健康に関する悩みに、看護師などの専門職が電話やメールで相

談を行なっています。女性のための健康ホットラインは東京都の委託を受け、株式会社法

研が運営しています。支援が必要と判断した場合など、相談内容により都から連絡が入る

ことがあります。 

事業名  

女性のための健康ほっとライン 

対象者  

思春期から更年期に至る女性 

事業内容 

思春期から更年期に至る女性を対象に思春期の性の悩み、避妊、婦人科疾患、更年期障害等

について、看護師等の専門職が相談に応じる。 

背景・契機 

生涯を通じた女性の健康支援事業実施要項（平成 8年 12月 20日付 8衛健母第 1080号） 

実績 

令和 3年度実績（概数） 

10代：68人 

20代：167人 

30代：188人 

40代：537人 

50代：408人 
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目標 

妊娠、出産等女性特有の機能及び身体的特徴を有することから生じる女性の心身に関する

様々な支障や悩みに対応するため、相談指導体制を確立することにより、生涯を通じた女性

の健康の保持増進を図る。 

事業効果 

主にメンタル関連、婦人科に関すること、その他健康相談が主な相談内容であり、引き続き

女性の心身に関する様々な支障や悩みに対応するため、事業を継続する。 

 

資料 

 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/sodan/w_soudan.files/w_hotoli

ne_card.pdf 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/sodan/w_soudan.files/w_hotoline_card.pdf
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/sodan/w_soudan.files/w_hotoline_card.pdf
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事例 B 栃木県における好事例 

対象者のライフステージ：性成熟期 

課題：若者へのライフプラン、妊娠・出産の教育 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：独自事業 

 

就職や結婚、妊娠、出産等を迎えることが想定される 20歳前後の男女(県内の大学また

は短大の学生)に対し、妊娠や出産等を踏まえたライフプランの設計を支援しています。 

事業名  

すこやか妊娠サポート事業 

対象者  

大学生、短大生等の青年期の者 

事業内容 

栃木県助産師会助産師及び栃木県広域健康福祉センター保健師が講師となり、妊娠や出産等

に関する知識の普及啓発やライフプランの設計に資する健康教育セミナーを実施していま

す。 

健康教育セミナーは次の内容を踏まえ実施しています。 

・妊娠・出産に関すること(妊娠適齢期、性感染症、避妊等)  

・ライフプラン設計の支援に関すること 

・健康づくりに関すること 

・その他(大学等の課題に応じ、必要と認める事項)  

背景・契機 

女性の平均初婚年齢は上昇傾向が続いており、晩産化も進行しています。 

その一方で、女性の妊娠の可能性は加齢により徐々に低下するとされていますが、広く普

及啓発されておらず、社会で実績を積んだ後に結婚し、出産を望んだ時には妊娠しづらい年

齢になっているという現実に直面する女性も少なくありません。こうした状況を未然に防ぐ

ことが課題となっています。 

実績 

平成 26年度 開催校:8校 開催回数:14回 参加者数:2,063名 

平成 27年度 開催校:10校 開催回数:16回 参加者数:2,219名 
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平成 28年度 開催校:9校 開催回数:13回 参加者数:2,208名 

平成 29年度 開催校:9校 開催回数:12回 参加者数:2,112名 

平成 30年度 開催校:9校 開催回数:11回 参加者数: 999名 

令和元年度 開催校:10校 開催回数:12回 参加者数:2,277名 

令和 2年度 開催校:5校 開催回数:7回 参加者数: 640名 

令和 3年度 開催校:6校 開催回数:7回 参加者数: 641名 

令和 4年度 開催校:6校 開催回数:7回 参加者数: 755名 

目標 

なし 

事業効果 

セミナーの開催を通して、20前後の若者に妊娠・出産に関する正しい知識を普及できてお

り、性感染症や予期しない妊娠等の防止や妊娠・出産を見据えたライフプランの設計支援に

つながっている。 
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事例 C 群馬県における好事例 

対象者のライフステージ：思春期 

課題：若者への性を含む健康教育 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：健康教育（普及啓発）・相談事業 

 

NPO 法人ラサーナが行うプロジェクトで、群馬県内の高校生を対象としたキャリア支援

のプログラムです。普段の生活ではなかなか出会うことのない健康・性・医療・栄養を専

門とプロフェッショナルな大人たちとの出会いと対話を通じて、思春期世代の健康課題を

認識し、よりよく人生を歩んでいくための力をつけること、知り得た正しい知識を同世代

へ発信していくことを目的としています。 

事業名  

群馬県思春期保健対策事業 

対象者  

中・高校生等の思春期世代の若者 

事業内容 

・ 「GUNMA "Love Myself" プロジェクトとして、高校生メンバーに思春期世代の健康課

題に関する健康教育を行い、メンバーが作成した動画やWeb記事を公開することで、

当事者目線での健康や性に関する正しい知識の普及啓発を行っている。 

・ ユースカフェ（健康や性に関する書籍やグッズを用意し、手に取ることができたり、産

婦人科医等の専門家と相談ができたりする場）の開催や You Tuber を招待する講演会の

開催など、様々なアプローチをしている。 

・ 県内の全中学生・高校生に健康や性に関する相談窓口を周知し、困った際に適切な相談

窓口につながるきっかけづくりを行なっている。 

背景・契機 

・ 健康や性に関する情報が氾濫しているといわれるなかで、妊娠・出産、妊孕性を含め

た正しい知識の普及啓発等が必要であると判断したため。 

・ 自治体による妊活支援だけでは、情報を必要としている人に情報が十分に届かない。 

実績 

報告なし 
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目標 

・ 健康教育の参加者数：延べ 1,000人 

・ 「ぐんま子ども・若者未来ビジョン 2020」 

事業効果 

・ 活動終了時のメンバーへのアンケートから、エビデンスに基づいた健康や性に関する正

しい知識が得られたこと、妊娠・出産、妊孕性を含めたライフデザインについて考えら

れるようになった。 

・ 「健康教育で知り得た知識を生かして周囲にアドバイスできるようになった」「自分の

身体を大切にしようという気持ちになった」「ネットの情報を鵜呑みにしないようにな

った」などの感想があり、メンバーからの波及効果や自己肯定感向上などの効果もあっ

た。 

 

資料 

 

https://gunma -lovemyself-project.jp/  

  

https://gunma-lovemyself-project.jp/
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事例 D 神奈川県横須賀市における好事例 

対象者のライフステージ：性成熟期 

課題：妊活に関する情報提供と妊活や不妊に関する悩み 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：相談窓口事業 

 

株式会社 ファミワンに委託し、LINE を使用して妊活に関する情報提供や個別相談を実

施しています。個別相談は、不妊症看護認定看護師・臨床心理士・胚培養士等の専門家が

対応します。LINE による相談や電話相談を無料で利用できます（回数制限なし）。 

相談内容は、不妊治療、不育症、夫婦間のコミュニケーション、性の問題、医療機関情

報等、妊活や不妊に関するあらゆる悩みが対象です。 

事業名  

妊活 LINE サポート事業 

対象者  

妊娠前の女性 

事業内容 

・ 自治体で周知を行い、委託業者で相談対応し、市へ 3か月毎に実績報告。 

・ 年 2回、利用者へのアンケートを行い、利用者の声を聞きながら、改善に努めている。 

背景・契機 

・ 出生数の減少や自治体による妊活支援だけでは、情報を必要としている人に情報が十

分に届かない。 

・ 自治体による妊活支援だけでは、情報を必要としている人に情報が十分に届かない。 

・ 気軽に相談できる環境を整えたい。 

実績 

LINE サポート登録者数 

R3：103人 

R4：116人 

R5：129人 

目標 
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妊活サポート登録者数の増加 

事業効果 

専門家からの助言により受診につながる等、個々の状況に合わせた妊活支援を行うことがで

き、出生率の低下を防ぐことに寄与できる。横須賀に住んでいて良かったと思える人が増え

る。 

 

資料 

 

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/3145/documents/famione_202201.pdf  

  

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/3145/documents/famione_202201.pdf
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事例 E 茨城県における好事例 

対象者のライフステージ：性成熟期 

課題：妊活に関する情報提供と妊活や不妊に関する悩み 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：相談窓口事業 

 

茨城県助産師会に委託し、妊娠や出産後の育児等に関するあらゆる相談を行なっていま

す。 

事業名  

いばらき妊娠・子育てほっとライン 

対象者  

全世代 

事業内容 

・ 妊娠・出産・子育て・思春期・更年期に関する電話相談事業 

・ 令和 5年度より LINE 相談・健康教育事業も実施予定 

・ 健康教育事業（小・中・高校を対象としたいのちの授業、20歳前後を対象としたプレ

コンセプションケア） 

・ 高校生～20歳前後の方へ「女性のからだサポートブック」を配布 

背景・契機 

・ 若い世代が気軽に相談できる手段として、LINE 相談を検討した。 

・ 健康教育事業は、もともと助産師会で「いのちの授業」を行っており、要望があり、

プレコンセプションケアも追加し県委託事業とした。 

・ サポートブックは、5000部/年 配布していたが、令和 4年度より 15,000部に増やし

た。 

実績 

対象人数（概数） 

10代：120,901人 

20代：116,249人 

30代：137,884人 

40代：184,873人 
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50代：186,564人 

60代以降：553,360人 

目標 

・ いのちの授業：30か所/年 

・ プレコンセプションケア：20か所/年 

・ 女性のからだサポートブック：15,000部/年 配布 

事業効果 

令和 3年度は、906件の電話相談の実績がある。 

思春期、LGBT、妊娠、子育てと様々な相談に対応し、継続支援が必要な場合は市町村へつ

ないでいる。 

 

資料 

 

https://www.kids.pref.ibaraki.jp/kids/birth02_03/  

https://www.kids.pref.ibaraki.jp/kids/birth02_03/


101 

 

 

https://www.sanba -ibaraki.com/wp/wp -content/uploads/2023/05/inochi -

PreconceptionCare-leaflet.pdf 

  

https://www.sanba-ibaraki.com/wp/wp-content/uploads/2023/05/inochi-PreconceptionCare-leaflet.pdf
https://www.sanba-ibaraki.com/wp/wp-content/uploads/2023/05/inochi-PreconceptionCare-leaflet.pdf
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事例 F 東京都練馬区における好事例 

対象者のライフステージ：性成熟期 

課題：多忙な 30代女性が自分の健康に目を向ける 

アプローチ：ポピュレーションアプローチ 

事業形態：健康教育 

 

「ねりま健康チャンネル」は、東京都練馬区健康推進課が配信している YouTubeチャン

ネルです。「健康」に関する様々な情報を配信しています。 

その中でも特に子育てや仕事で多忙な 30代女性に焦点を当てた、健康教育動画です。 

事業名  

女性の健康週間 健康イベント事業（令和 4年度はオンラインでの開催） 

対象者  

30代女性とそのパートナー、家族 

事業内容 

① 動画配信サイト（YouTube）での動画掲載 

「ねりまちゃん～ねりま健康ちゃんねる～いまの”ワタシ”に合った”健康”のご褒美を探

そう～」 

② 動画配信サイト（YouTube)＋Zoom講演会（当日配信） 

令和 5年度より LINE 相談・健康教育事業も実施予定 

・ ライフステージ（思春期・婚姻・出産・育児・就労・更年期・高齢期など） 

・ 近年の生活傾向（メタボ・晩婚化・ワークライフバランスなど） 

・ 生活のスタイル（食事・運動・理美容など） 

・ 区の健康課題：a. 生活習慣病予防（男性のメタボ、女性のやせ・貧血の問題、妊娠糖尿

病・高血圧への対策）、b. 健診・検診受診率の低さ、c. コロナ禍での健康二次被害

（外出自粛にいよる影響等） 

背景・契機 

平成 10年から区主催「練馬まつり」に集合型健康イベント（健康フェスティバル）を実施

していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和 4年度よりオンラインで

の開催に変更し実施した。 

実績 
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対象人数（概数） 

30代：51,676人 

目標 

健康づくりを自主的に行う人を増やすことを目指す。特に、健康づくりを後回しにしている

人や新型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛で生活が不活発になっている人に、自分

の身体や生活に目を向けながら、無理なく楽しく継続して取り組める健康の維持向上のため

の手法等を提供するとともに、関連する行政サービスを紹介する。各動画視聴回数は 500人

程度を目標とし、動画等で紹介した行政サービス（健康づくりに関する講座・イベントや健

診・検診等）の利用率向上を目指す。 

 

資料 

 

https://www.youtube.com/@user -pc2iu2gu1y 

  

https://www.youtube.com/@user-pc2iu2gu1y
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7-Ⅱ. 企業における好事例 

企業における好事例は、大手企業の健康保険組合が参加している「一般社団法人 保険者

機能を推進する会」の協力を得て、女性健康支援（情報提供・教育事業・相談事業）を実

践している企業または健康保険組合からの自薦による抽出を行いました。協力の得られた

企業または健康保険組合の代表者および担当者に対してインタビュー調査を行い、女性健

康支援に関する取り組みに関して調査を行いました。調査の結果、「女性への健康支援を

行いたいと考えているが、具体的にどのような事を行うべきか考えている段階である」と

の回答が非常に多かったが、2か所の健保組合より自薦による調査協力が得られました。 

 

事例 G ポーラ・オルビスグループ健康保険組合における好事例 

事例 H 日本マクドナルド健康保険組合における好事例 
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事例 G ポーラ・オルビスグループ健康保険組合における好事例 

企業（法人）または健康保険組合の名称  

ポーラ・オルビスグループ健康保険組合 

主な業種   

化粧品等研究開発・製造・販売＜卸売業・小売り業、通信販売、店舗販売業＞ 

対象者数 

従業員数 

男性 978名 最も多い年齢層 

女性 3,151名 30歳～40歳 

 

事業に取り組むきっかけ 

性別に限らず社員一人ひとりが個性を発揮しながらいきいきと活躍できる環境を作るた

め、様々な面から女性の健康をサポートしている。 

女性従業員が多いこと(占有比 76%)から特に女性の健康対策の必要性を感じており、婦人

科健診を充実させてきた。 

又、アンケートを実施し、PMS、更年期等、本人がコントロールできない領域に悩んでい

る女性が多く、思うように仕事できない方があまりにも多いことがわかった。企業として

支援することが大切と考え、低用量ピル処方プログラムを実施に至った。 

事業内容 

① 女性特有のがん対策 

・ 子宮頸がん検診受診率 74.8％(分母は女性被保険者） 

・ 乳がん検診受診率 85.8％(分母は 30歳以上） 

・ がん検診は通常健診とワンストップ受診や単独の婦人科検診も可。 

（その場合も公用外出扱い） 

・ 今期より家族で健診未受診者へ HPV セルフチェック実施予定 

② 出産・不妊リスク対策 

不妊治療の支援 

・ 2021年度までは治療一回につきかつ１年間１０万円まで最大 5年間補 

・ 2022年度からは 43歳以上女性を対象に継続 

・ 卵子凍結に係る保管初期費用補助(一部の事業主） 
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③ ライフステージごとの対策 

・ 女性従業員の月経随伴症状改善を目的に、オンライン診療の低用量ピル処方プロ

グラムの実証導入 

・ 更年期障害について今年度テスト実施を予定(事業主） 

④ その他女性の健康増進に関する取り組みや課題について 

・ ヘルスリテラシー向上を目的に、「女性の健康検定」や「ピンクリボン検定」のテ

キスト及び試験、更新料補助    

・ 更年期に関する相談利用補助 (一部の事業主） 

事業の具体的な目標 

・ 女性従業員の月経随伴症状改善を目的に、オンライン診療にて低用量ピルを処方するプ

ログラム 150人 

・ 子宮頸がん検診受診率 80％ [2021 年 74.8％(分母は女性被保険者）]  

・ 乳がん検診受診率 90% [2021 年 85.8％(分母は 30歳以上）]  

・ 女性の健康検定、ピンクリボン検定：それぞれ男性管理職含む 20名以上の受験者/合格

者 

事業の計画 

データヘルス計画 

女性の健康管理 

婦人科検診 

不妊治療補助 

企業と健康保険組合との協働の工夫 

健康診断・・・・役割を決め、協力して実施 

低用量ピル処方プログラム・・・・・事業主でテスト検証したうえで、健保で実施 

主な事業の効果 

・ 女性従業員の月経随伴症状改善を目的に、オンライン診療にて低用量ピルを処方するプ

ログラム参加者 63名（アウトカムはこれから） 

・ 子宮頸がん検診受診率 74.8％ (分母は女性被保険者） 

・ 乳がん検診受診率 2021年 85.8％ (分母は 30歳以上） 

・ 女性の健康検定、ピンクリボン検定 受験者/合格者：累計で 127名合格 

・ 今後更年期者への対応としてオンライン診療実施予定 
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資料 

 

https://www.polakenpo.or.jp/hoken/  

  

https://www.polakenpo.or.jp/hoken/
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事例 H 日本マクドナルド健康保険組合における好事例 

企業（法人）または健康保険組合の名称  

日本マクドナルド健康保険組合 

主な業種   

ハンバーガー・レストラン・チェーンの経営並びにそれに付帯する一切の事業 

対象者数 

加入者数 

男性（本人） 8,908名 平均年齢 

女性（本人） 11,858名 2021年度 37.6歳 

家族 6,605名 2022年度 37.3歳 
 

女性の健康サポートの具体的な取り組み 

 

事業内容 

① 健康診断関連 

      ＊定期健診の受診と合わせて同日に受診できるような環境整備 

      ＊婦人科健診の受診勧奨：被扶養者も被保険者と同様に無料で可能 

      ＊保健師から加入者へ 

 ̧ 個別相談：巡回保健指導や特定保健指導、その他事業所とのかかわりにて健

康相談を実施 

 ̧ 集団への動き：健康教室の実施、健康管理委員への情報メルマガ配信、セミ

ナー実施（2023年度より健康課題に対する取り組みを予定） 
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② 更年期対策 

      ＊LDL 数値の把握     

      ＊健康管理委員会メーリングリスト、女性の健康応援 BOOK への掲載 

③ WEB周知関連 

      ＊男女問わず誰でも閲覧可能なWEBサイトの作成 

      ＊健保ホームページ、加入者向け PepUp、EBIS（社内ポータル）、健診のしおり、

公式 LINE、社内イントラ以外からも閲覧できるよう整備している  

④ 「女性の健康応援 BOOK」（女性の健康に関する冊子）の作成 

⑤ 女性の健康課題の把握→情報の発信の強化 

      ＊女性の身体にまつわるリテラシーの普及に向けたWeb健康管理ポータルサイトの

テスト実施 

      ＊健康課題に「きづく」→リテラシーupのため「まなぶ」→適切に医師と「つなが

る」 

      ＊リンケージ社「FEMCLE」の利用 

抱えている健康課題 

日本マクドナルド健康保険組合では加入者の６割を女性が占めている。 

・ 健康の向上を願うのが仕事 

・ 本体の成功の上に成り立つ、6割が女性であることから目を向けない理由がない 

・ 年齢構成的にも、まんべんなく広い年代をカバーする、リテラシーUP することが

大切 

健康課題として、 

・ 疾患的な視点：他の健保と大きな開きはない 

・ 将来的な視点：課題を把握すること→FEMCLE、若年層のリテラシーUP 

企業と健康保険組合との協働の工夫 

・日本マクドナルド株式会社 人事本部及び人材開発室と連携 

  健康診断受診率向上、特定保健指導受診率向上アクション 

  希望エリアに対する健康教室などのリテラシー向上の活動を実施 

・保健師（在籍 5名）による保健指導をはじめとしたサポート 

  健康度レポートの共有、健康教室、健康相談の実施  

  ハイリスク者への保健指導や病院受診のアドバイス 
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資料 

 社内コンベンションでの展示パネル 
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7-Ⅲ. 保険薬局における好事例 

健康サポート薬局は、2016年から開始された、厚生労働大臣が定める一定基準を満たし

ている薬局です。かかりつけ薬剤師・薬局の機能に加え、市販薬や健康食品に関すること

や、介護や食事・栄養摂取に関する内容まで幅広い健康相談が出来る薬局として定義され

ています。 

本調査では、全国の健康サポート薬局 3,300件を対象にオンライン調査を実施し、752件

から回答が得られました（回収率 22.8%）。得られた回答の中から、女性健康支援（情報

提供・教育事業・相談事業）に関する取り組みを積極的に行っている薬局（少なくとも一

回以上女性健康支援を行っている）を選定しました。 

 

 

本手引書では、回答が得られた 752件のうち下記の５事例を報告します。 

 事例 I  静岡県島田市における好事例 

事例 J 東京都港区における好事例 

    事例 K 埼玉県久喜市における好事例 

    事例 M  愛知県名古屋市における好事例 

事例 N 東京都清瀬市における好事例 
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事例 I 静岡県島田市における好事例 

保険薬局名称 

合同会社みどりや薬局 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

自薬局で制作した月経調整に関する啓発漫画を掲載したお薬手帳を、対象となりうる患者及

びそのご家族へ提供しその後の受診相談等に応じている。 

自分が対応できない時の対応 

相談できる仲間に相談 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

当薬局で制作した月経調整に関する啓発漫画は月経困難症に関する悩みについて、単純に薬

物治療を紹介するだけではなく、薬局への相談と婦人科へのアクセスまでを紹介したもので

す。 

この漫画をお薬手帳に掲載したものを、薬局の日常業務や学校薬剤師業務などで配布活用し

ております。薬剤師の性別を問わず無理せず行える啓発活動です。 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

・ 家族に渡した啓発資料をもとに月経困難症の娘さんについての相談。娘さんは内診を強

制しない女医がいる婦人科受診を希望したため、条件に合うクリニックを探し紹介し

た。 

・ 月経困難症のアスリートから低用量ピルの使用可否の問い合わせがあり対応した。 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 956 

薬局勤務者全体の人数 10 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 9 

 

女性のライフステージ別の健康支援 
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思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

機会がある度

に行っている 

機会がある度に

行っている 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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事例 J 東京都港区における好事例 

保険薬局名称 

慶應義塾大学薬学部附属薬局 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

女性向けサプリメントの販売、HPV セルフチェック検査キットの販売や相談を受けている 

自分が対応できない時の対応 

相談者と年齢が近いスタッフ、相談内容を経験しているスタッフにサポートしてもらってい

る 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

HPV セルフチェック検査キットを販売することになった時、手に取りやすいように女性コ

ーナーを作り、エクエル、エレビットと一緒に配置した。 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

育児の悩み、更年期症状など 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 277 

薬局勤務者全体の人数 11 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 8 

 

女性のライフステージ別の健康支援 

思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

全く行ってい

ないが今後行

いたい 

全く行っていな

いが今後行いた

い 

全く行ってい

ないが今後行

いたい 

全く行ってい

ないが今後行

いたい 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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事例 K 埼玉県久喜市における好事例 

保険薬局名称 

クラージュ薬局 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

緊急避妊薬の取り扱い 

自分が対応できない時の対応 

近隣に協力を得る 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

厚生労働省や日本家族計画協会のホームページに緊急避妊薬在庫を明記 

来局者への説明用資料（冊子やパンフレットなど）の具体的な名称 

緊急避妊薬を服用された方へ 

ECヘルプブック 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

緊急避妊薬を手にいれるにはどうしたらよいか？ 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 1500 

薬局勤務者全体の人数 17 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 7 

 

女性のライフステージ別の健康支援 
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思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

全く行ってお

らず今後も予

定がない 

全く行っておら

ず今後も予定が

ない 

全く行ってい

ないが今後行

いたい 

全く行ってい

ないが今後行

いたい 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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事例 L 熊本県宇土市における好事例 

保険薬局名称 

ひまわり薬局宇土店 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

尿もれ相談と OTC 販売、更年期障害 OTC 相談販売 

自分が対応できない時の対応 

他女性スタッフに対応をお願いする 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

更年期障害のチェックシートを活用して、受診勧奨が必要かどうかなど相談する取り組み 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

更年期障害について、サプリメントなど 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 2000 

薬局勤務者全体の人数 12 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 10 

 

女性のライフステージ別の健康支援 

思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

全く行ってお

らず今後も予

定がない 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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事例M 愛知県名古屋市における好事例 

保険薬局名称 

第二どうとく薬局 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

妊産婦の薬の相談、サポート 

自分が対応できない時の対応 

薬局内に自分も含めて 3人妊産婦サポート薬剤師が在籍している 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

胎児や新生児に影響のある薬が処方された場合は処方元に連絡をし、変更してもらいます。 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

処方された薬を安心して飲むことが出来るのかよく相談を受けます。 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 80 

薬局勤務者全体の人数 7 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 5 

 

女性のライフステージ別の健康支援 

思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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事例 N 東京都清瀬市における好事例 

保険薬局名称 

アビック薬局清瀬元町店 

女性の健康支援に関する具体的な取り組み  

更年期障害とくすりについて、生理周期とくすりについて、性感染症とくすりについて、妊

娠とくすりについて、食生活について 

自分が対応できない時の対応 

私自身が対応することはほとんどなく 女性スタッフが対応いたします 

女性の健康支援について、好事例やアピールしたい取り組み 

近隣にレディースクリニックがあり、処方薬を通し、なやみや困りごとを相談されることも

多く、その場で解決できないことは、クリニックの医師や看護師にアドバイスを求めて相談

者に伝えたり、その情報を医師や看護師へフィードバックしたりするなど、近隣ならではの

連携をとっている。 

来局者から相談を受けた際の産婦人科医師や母性内科医師等と連携体制 

相談内容にもよりますが、緊急の場合は直接クリニックへ出向き内容を報告。急ぎでない場

合はトレーシングレポート等を活用し書面で持参。 

女性の健康に関して受けたことのある相談内容 

更年期症状の治療を続けられていた方に不眠がつづいており、近隣心療内科を紹介したとこ

ろ、後日受診され、心療内科の医師に話をきいてもらったことで安心したと報告にきてくだ

さった。心療内科からの薬の処方はなく生活上のアドバイスを受けられたようで、その後も

更年期症状の治療のための薬を受け取る際に来局いただいたときに体調をうかがっている。 

対象者数 

直近 1か月の女性来局者人数 1800 

薬局勤務者全体の人数 10 

薬局勤務者全体のうち女性の人数 9 
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女性のライフステージ別の健康支援 

思春期 性成熟期 妊産婦 産褥期 更年期 中高年 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 

行ったことが 

ある 
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7-Ⅳ. 教育機関における好事例 

7-Ⅳ-1. レベル１(5 歳～8歳)の好事例 ～未就学～小学校低学年～ 

事例 O 東京都世田谷区 

講座名称 

STEAM 教育講座（夏休み講座） 

講座のねらい 

UNESCO による国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づいて、いのちの誕生の様子か

ら、自分の心とからだのすばらしさを知り、自分や家族、 周りの人を大切にしようとする

意欲と行動力をはぐくみます。 

対象者 

小学校低学年の児童と保護者のペア 

15組前後 

使用教材 

まなブック（レベル１）①～④、胎児人形、絵本（赤ちゃんのはなし） 

お絵描き用の画用紙とクレヨン 

講座所要時間 

60分 

活動内容 

1. 赤ちゃんのはなし（絵本を使って赤ちゃんのはじまりを説明） 

どの国のひとも、大昔のひとも、すべてのひとが、たった 0.1mm の受精卵からはじまるこ

と、みんな大切ないのちであることを、絵本を用いておはなしします。 

 

2. お腹の中の絵（お腹の中の様子を想像して絵に描き、不思議に思った点も挙げる） 

お母さんのお腹の中はどんなだったか、予想して書いてみます。書いているうちに「どうな

っているのかな？」とふしぎに思ったことも聞いていきます。代表者に描いた絵についてお

はなししてもらいます。 
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3. うまれたばかりの赤ちゃんを抱っこ（胎児人形を使用して） 

出生体重に近い胎児人形を抱っこしてみて、抱っこしてみた感覚を聞いていきます。 

 

4. お腹の中のおはなし（医師・助産師よりおはなし） 

卵子と精子が一緒になって赤ちゃんが生まれてくること、へその緒や胎盤を通じてお母さん

とつながっていたこと、どうやって大きくなってきたか、どうやって産まれてくるかをおは

なしします。 

5. いろんな家族のおはなし 

例を用いて色々な家族の形があることを学びます。 

 

6. まなブックを使って今日のおさらい 

まなブック①～④を見ながら、今日のおさらいをします。 

参加者の声 

児童の声 

・ いのちはひとつしかないから自分をたいせつにする。 

・ 男の子と女の子のうまれかたはおなじだけど、大人になってくるとかわることをまなび

ました。 

・ プライベートゾーンは友だちにもほかの人にもみせてはいけないのは、生まれた時の大

切な場所だからだと分かりました。 

・ おなかのなかでいきているのがふしぎに思った。 

 

保護者の声 

・ なかなか教えてあげられる機会がないので、今回当選してよかったです。帰ってから、

まなブックを使って深く掘り下げたいと思います。 

・ 家で本を使って話しても、上の空でしたが、専門家の方々のお話を聞く事で、自分のこ

ととして、とらえてもらえたらなと思いました。 

・ 「自分を大切にする」ということを改めて考えさせられました。（忙しい日常であまり

意識することはないため。） 

・ 性犯罪が多い時代なので、もう一歩踏み込んだ性教育の機会があるともっと良いと思い

ました。親では伝えにくいこともあるので、教育の機会が増えれば良いと思います。 

・ からだの成長に関して、少し興味を持ちはじめていたので受講いたしました。弟のズボ

ンを人前で下ろしたり、おしりをだしたりするのが気になっていたのですが、今回の講座を

通して自分も弟も含め、全ての人には大事にしなければいけない部分があることを学んでも

らえたかなと思いました。 
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・ 赤ちゃんがどのようにおなかの中で成長するのか、なかなか子どもに話すきっかけがな

かったので、今回の講座を受講させていただいてよかったです。また、娘がおなかの中にい

た頃や、産まれたときのことを久しぶりに思い出し、より娘が愛おしくなりました！ 

資料 
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7-Ⅳ-2. レベル２ (９歳～12歳)の好事例 

事例 埼玉県公立小学校 

講座名称 

埼玉県公立小学校 

講座のねらい 

UNESCO による国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づいて保健体育の授業を行うこ

とにより、二次性徴で起こる自分の身体とこころの変化を知り、同じように成長過程にある

同級生などと互いの違いを認め合うことができる。 

対象者 

小学校第四学年 

約 20人 

使用教材 

まなブック（レベル 2ふりがなつき本冊） 

講座所要時間 

45分 /  時限 

活動内容 

レベル 2指導案 担当教諭作成指導案（ふりがな版）をもとに保健体育及び学活の授業 5回

実施した 

参加者の声 

授業前） 

・背を伸ばしたい 

授業後） 

・べんきょうでやっていない体の中をしりたい 

・成長ホルモンはどうやって出るのか知りたいです。 

なぜ、男性と女性が、結婚すると赤ちゃんが生まれて、会社で、男性と女性が、関わって

も、赤ちゃんが生まれないのか？ 
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（小学校第四学年） 
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事例 埼玉県公立中学校 

講座名称 

埼玉県公立中学校 

講座のねらい 

UNESCO による国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づいて保健体育の授業を行うこ

とにより、二次性徴で起こる自分の身体とこころの変化を知り、同じように成長過程にある

同級生などと互いの違いを認め合うことができる。 

対象者 

中学校 第一学年・第三学年  

約 45人 

使用教材 

まなブック（レベル 2・レベル３） 

講座所要時間 

45分 /  時限 

活動内容 

レベル２・３指導案 公立中学校 1年生／3年生教諭作成指導案をもとに保健体育の授業を

各 3回実施した。 

参加者の声 

中３ 授業後） 

・わからなかったことがまなブックを見てわかるようになった。 

・教材にはイラストがあることでよりわかりやすく学ぶことができたと思う。 

・この習った知識を活かして、今後の生活に活かしていきたいと思った。 

・今はまだ身近に感じないことが多かったが今回学んだことが将来役に立ったり大切だと感

じることがあると思うのでしっかりと大切なことは覚えておきたいです 

・すごく難しい内容だったけれど長い将来を生きていく中で必要な知識を得ることができて

よかったです 
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・性感染症はほっとくのではなく病院に行ったりすることがベストだと学び、思春期の成長

には個人差があるとわかりやすかったです。 

・今回の授業でこれからの将来で必要な道具や、やっていいこと やってはいけないことを

学ぶことが出来てよかったです。 

 

（中学校第 1学年） 

 

（中学校第 3学年）
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事例 東京都内私立中学校 

講座名称 

桐朋女子中学・高等学校 

講座のねらい 

UNESCO による国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づいて保健体育の授業を行うこ

とにより、二次性徴で起こる自分の身体とこころの変化を知り、同じように成長過程にある

同級生などと互いの違いを認め合うことができる。 

対象者 

中学校第 1学年 

5クラス（1クラス 35名程度）合計 156名 

使用教材 

まなブック（レベル 2本冊、別冊、レベル 3本冊、別冊） 

保健体育教諭によるオリジナルプリント 

講座所要時間 

45分 /  時限 

活動内容 

レベル 2指導案 私立中学校 1年生教諭作成指導案（ふりがななし版）をもとに保健体育の

授業を 7回実施した。 

参加者の声 

（1）授業前 

・YouTubeとかでも性教育動画が多数アップされてますが、やっぱりちゃんとした先生とか

がやってる動画が信用できるので、先生方の監修とか見やすい動画があるといいなって思い

ます。 

・意外とわからないことがたくさんあって、びっくりした。 

・性について、知っている人と知らない人に差が激しいと思う。 

（2）授業後 

・まなブックを使ってとても分かりやすい授業を受けることができてとても楽しかったで

す。 
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（中学校第 1学年） 

 

 

 

7-Ⅳ-3. レベル 3 (12歳～15歳)の好事例 

講座名称 

桐朋女子中学・高等学校 

講座のねらい 

UNESCO による国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づいて保健体育の授業を行うこ

とにより、セクシュアル リプロダクティブ/ライツにおける選択肢を知ることができる。 

対象者 

高等学校第 1学年 

5クラス（1クラス 35名程度）合計 172名 

使用教材 

まなブック（レベル 2本冊、別冊、レベル 3本冊、別冊、レベル 4） 

保健体育教諭によるオリジナルプリント 
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講座所要時間 

45分 /  時限 

活動内容 

レベル 3指導案 私立高校 1年生教諭作成指導案をもとに保健体育の授業を 12回実施し

た。 

参加者の声 

（1）授業前 

・自分の性が 2つあり、両性愛者の場合はありますか？ 

・子宮頸がんについてです。 

・LGBTQ について詳しく知りたいです。 

・先進諸国と比較してなぜ日本は性的思考をはじめとした多様性が認められていないのか、

同年代の人とクラスディスカッションをしたいです。そして性的暴力のうちグルーミングに

ついて知りたいです。 

・性的マイノリティについて 

 

 

（2）授業後 

・いま女子校で性教育を行っているが、共学高校や男子校ではどのような教育が行われてい

るか知りたい。時折インターネット上でパートナー同士で互いの体の仕組みについての知識

が浅く、相手を傷つける対応や間違った避妊法をしてしまうということを耳にしたため。も

し自分がパートナーを持った時、接し方について考えなければいけないと思う。 

・LGBTQ についてもっと知りたい。生物的な性教育だけじゃなく、精神的な面で異性のこ

とを知りたい。 

・初経を迎えてどのくらいの期間が、月経周期が乱れていても心配する必要がない時期なの

か。 

・性感染症についてより多くの情報が提供されると学びにつながると思います。 

・海外の性教育はいつからどのようにおこなわれているのか・性犯罪にはどのようなものが

あり何に気を付けるべきなのか 

・性感染症や子宮頸がんについてもっと知りたいです。 

・どういう影響によって人のマイノリティーが変わるのか、詳しく知りたい。 

・一年間ありがとうございました。貴重な学習ができました。（複数） 
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（高等学校第 1学年） 

 

 

 

 

 

 

 

7-Ⅳ-4. レベル 4 (15歳～18歳)の好事例 

講座名称 

桐朋女子中学・高等学校 

„℅χφϣΜ 

UNESCO τϢϥ⁯∑ЈϼЄвϯзГϰễӾϹϱЍрІτṁξΜο ὲ Ӿχ ỘϬ“Ξά

ρτϢϤʺЈϼЄвϯи зФкЍϼГϰУ/жϱБτνΜοꜛϣὨ βϥάρΥπΦϥʻ 

 יּ

‰ ᶘ  3ᶘ  

5ϼжІˢ1ϼжІ 35 ˣ›ὓ 172  

► ễ∙ 

ϘσУАϼˢйЦи 4ˣ 

ὲ Ӿễ τϢϥϷзЅЗиФзрЕ 
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„℅ Ⱳḧ 

45  /  Ⱳᾢ 

ᶨ  

йЦи 4◙ ӛ ♆ ‰  3 ễ ⌠ ◙ ӛϬϜρτ ὲ Ӿχ ỘϬ 3ᵕם☼ΰθʻ 

╥ᴥּיχ  

ˢ͍ˣ Ộ  

ʾꜛᾪ‖ ḇϬ Ϋϥ  

ʾꜛ Ϭⱱνάρψ σχΤ 

ʾ σάρτḩἰβϥ  

ʾО˔ЕЗ˔ρχ ῖτḩΰοʺ χˮᶚΰή˯ϞˮΜΤτ σЀЬвИϾ˔Єдрπ

ΚϥΤ˯Ϭ ΰοΜθιΦθΜπβʻ ʾ ʾ‰ρϜτʺ “Ӯχ∑χ Ӫ Ϟ Ϭ꞊

τễϩμοΦϘΰθΥʺ α ωΤϤπ ΦϘΰθʻ₈Ϙπχζχễ Ϭ ϘΠθΞ

Ππʺ χ Υ “Ӯτ ΰο◘Ξ Ϣήʺ ל σӪ τνΜο▲ΜθΜπβʻ 

ˢ͎ˣ Ộῇ 

ʾꜛᾪ‖ ḇχ Ϋ ʺ χᾋνΪ  

ʾКϹГϰУτσμθϤʺ κάϖϦθϤΰθⱲχ κ Ϥ σς 

ʾᶘϭιάρψ ᵔπΦοϜʺϞψϤם∑ “ӮϬήϦοΰϘμθⱲτςΞβϦω Μχ

Τʻ ˑσОЌ˔рϬ ΰο ϤθΜʻ 

ʾ ḧψσε ήϦϥχΤʻ 

ʾ ễӾϬ ẉήδο ΰοϜ γΤΰΨσΜ χ τβϓΦʻ 

（高等学校第 3学年） 
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„℅  

ᵤ ἒ ◕ ἒ ‰ ᶘ  

„℅χφϣΜ 

UNESCO τϢϥ⁯∑ЈϼЄвϯзГϰễӾϹϱЍрІτṁξΜο ὲ Ӿχ ỘϬ“Ξά

ρτϢϤʺЈϼЄвϯи зФкЍϼГϰУ/жϱБτνΜοꜛϣὨ βϥάρΥπΦϥʻ 

 יּ

‰ ᶘ  1ᶘ  

5ϼжІˢ1ϼжІ 40 ˣ›ὓ 198  

► ễ∙ 

ϘσУАϼˢйЦи 4ˣ 

ὲ Ӿễ ᵓᴬễזּʺ ʺᴪ ᴬễ τϢϥϷзЅЗиФзрЕ 

„℅ Ⱳḧ 

45  /  Ⱳᾢ 

ᶨ  

йЦи 4◙ ӛ ῝ ‰  1 ὲ Ӿᴬʺּזᵓᴬʺᴪ ᴬễ ⌠ ◙ ӛϬϜρτ Ộ

Ϭ ὲ Ӿ͐Ⱳḧʾ῝ 1Ⱳḧʾᴪ ᴬ 3Ⱳḧ 8ᵕם☼ΰθʻ 

╥ᴥּיχ  

Ⱨ ˣ 

ʾꜛ χ χάριΪ μοϜӪ ψσΜρ◘ΞΤϣʺ χ χάρϜ Ϧω ᵔϜ

ϘϥιϧΞΤϣ ϤθΜ 

ʾ ◓Ϟ ◓ΥΣ῀ΜςΞ βϦωʺ χὲῴτ ΨֲốβϥΤʻ 

Ⱨῇˣ 

ʾ ϛο σςτḩΰο―ΠθϤʺ ếϬΰθϤΰοʺϢϤ ΰΜ ꜡Ϭ τ ΪθΜρ◘

μθʻ 

ʾ τνΜοᶘϐχψ τ νρ◘μθʻ 

ʾLGBTQχάρτνΜο ΰΨ ϥάρΥπΦο ếτσϤϘΰθʻ 

ʾϘι♆ꜛ τḩἰσΜⱧιρ◘μοΜϘΰθΥʺ ᵲτΚμθ σςϬ ϥΞκτʺϜ

ΰΤΰθϣꜛ τϜ ᵲΥẉϐΤϜΰϦσΜρ ӗτσϤϘΰθʻσχπζΞσϥ τζΞ

Μμθ ꜡Ϭ τνΪϦο Τμθπβʻ 

ʾ ΰΜ ΥϩΤϤϞβΨ ΜοΜθϤʺ ΥΚμθάρτϢμο ᵔΥ ϘϤϘΰθʻ 
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ʾ τνΜο₈ϘπϢϤϜ ΰΨᶘϐάρΥπΦθʻ Ϟ DVτνΜοϜϩΤμθʻ 

3ΤὮῇˣ 

ʾ ΰΜ ꜡ϬⱱνάρΥ σϭιρ◘ΜϘΰθʻ 

ʾṁ σ ꜡ϬΰϦοϢΤμθ 

ʾ Ộπ︡ϤӌϩϦσΜ ῎ϜЂжАρ ΤϦοΜοϢΤμθʻ 

ʾ ễӾτνΜοψΚϘϤᶘϐṐᵓΥσΜχπάΞΜΞṐᵓτΰμΤϤρΰθ ễӾχ Υ

ΪϣϦοᶘϓϥάρΥπΦϥχψ Τμθρ◘Ξʻ 
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ЀжЭ χὲῴ◦כχḢ Τϣχ ἷЀкЗϳϰиІḇ “Υ   

ᶨ ḈϞὲῴτẉϖβֲố 

ᴎּזᵓὲῴӺᶘ ᶘԚ ᶘ     ╦  ԁ   

 

ῡ ᴬᶘᾆẕ Ỳˮ ὲʾӺ ʾễӾṐḩʾ▀Ộ τΣΪϥ χὲῴ◦כχ

θϛχᾆẕ˯ πψʺ ͏ Τϣ 5 τΤΪοʺ ἷЀкЗϳϱиІΥ χ ρ

χὲῴτẉϖβֲốτνΜο ₰Ϭ“ΜϘΰθʻ ₰ψʺϱрЌ˔КАЕ ₰ᵓּזχЯ

ИЌ˔Ϭ Μʺ 2 ψ ζϦηϦ 5000 ʺ 4 ρ 5 ψ 20,000

τ ΰʺ ỘϞᴪ   ʺ ệϞὊↄ ệʺ ᶨ ḈϞ χὲῴτνΜοʺζϦη

Ϧχ χ ệϬ ἷЀкЗϳϱиІḇ ᶈ ρ ϓοςΞΤϬ φϘΰθʻ 

 ︠σὫᴮρΰοʺ ἷЀкЗϳϱиІḇ ᶈ ῇπ 20%ӟ χּיτ ᴟΥΚμθ‮

ψʺὮᶛχ︣︡Ϥẚ χᾚ ʺ ᶛχᾚ ʺ∕ Ⱳḧχ ᴥʺ ρχᵓיּ χᾚ

ʺ֫ χᾚ ʺ℅μοΜϥⱲḧχ ᴥʺ ρᵃέβⱲḧχᾚ ʺ◓ςϜρᵃέβⱲḧ

χ ᴥʺ ἌּיρᵃέβⱲḧχ ᴥʺᴪⱧϬβϥⱲḧχ ᴥʺꜛ βϥּיχ ᴥʺᵰ

χᾚ σςπΰθʻάϦϣψʺḇ ῇϜζχἱΰψֿפϘϥϜχχʺԏΦ Φḇ ᶈ

τ ϓ Φσ ᴟΥ▪μθϘϘπΰθʻ 

ὲῴ τνΜο φθράϧʺ χὲῴ ΥӂΨσμθּיχᶤ›ψ 20% πάχᶤ

›ψΚϘϤᵕ ΰοΜϘδϭʻζϦτ ΰο χὲῴ ΥӂΨσμθּיχᶤ›ψḇ

ᶈ Ⱳψ 30% πΰθΥʺ 5 τψ 20% τᵕ ΰοΦϘΰθʻḇ ᶈ Ϭ

Ϊʺ▫ⱧϞ ᶨχ πϢΨσμθρḇαϥάρτνΜοϜ φθράϧʺϜμρϜϢΨσ

μθρ Πθᶤ›Υ Τμθ‮ ψʺὲῴτ βϥӪ꜡Υ‰Ϙμθ(20%ῇ )ʺⱳτʺ ᶨ

Ϭᾋ βΦμΤΪτσμθ( 20%)̋ Ϟ Ϭᾋ βΦμΤΪτσμθ( 15%)̋ ᴪ

ḧχνσΥϤΥếΨσμθ( 10%)σςΥấΫϣϦϘβʻḇ ῇϜϕρϭς ϩϣσ

Μ Ⱬπΰθʻ 

 ἷЀкЗϳϱиІḇ ᶈ τϢϤʺ χὲῴ ΥӂΨσμθρ Πθ Υ Τ

μθ ψʺЄрϽиЫЃ˔ḯϛʺ ₒʾ ♂ χ ʺ ʺ Υ Μʺᶘ

Υ‰Μ σςπΰθʻ χὲῴτνΜοψʺ30 ӟᵰχ τ ϓ χ χϕΞΥӂΜ

ρḇαοΜϥ Υ Ψʺ χὲῴτνΜοψֿב χϕΞΥӂΜρḇαοΜϥ Υ Μρ

ΜΞὫᴮπΰθʻϘθʺ χὲῴ ΥӂΨσμθᶤ›Υ Μχψʺ῝ Ϭכ◦ Ψ

ΪοΜϥ ʺ῝ ϬϢΨכ◦ μοΜϥ ʺ∕ ⱲḧΥ ΠθϤʺ Ϟ Υᾚμθ

ʺ ᶨϞ Φ τḩβϥ ᴟΥΚϤʺζϦϬӂΜ ᴟρḇαοΜϥ ʺ ϙσςϬ

τ ΰοΜϥ ʺ βϥ χσΜ ʺ₈ῇτνΜοχ ӗΥ Μ σςπΰθʻ 

῝ ʺτνΜοכ◦ χ ằϬ“μοΜϥꜛⱵ ΥΚϥάρϬ μοΜϥρ

Πθּיψ 40% ῇʺζχΞκ ΰθάρΥΚϤʺ₈ῇϜ ΰθΜρ Πθּיψ

5%̋ ΰθάρψσΜΥʺ ΰθΜρ Πθּיψ πΰθʻԁפ50ֿ̋ ʺ χ
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ằϬ“μοΜϥꜛⱵ ΥΚϥάρϬ ϣσΜρ Πθּיψ 60%ΚϤʺζχΞκʺ₈

ῇʺ χ ằϬ ΰθΜρ Πθּיψ ρΜΞὫᴮπΰθʻפ60%ֿ ˑσ῝

ʺτḩΰοכ◦ πΦϥ Ϟ ῢϬ φθράϧʺˢ ΰθˣ χὲῴ

ΥӂΜρ Πθ χ Τμθ χ ˑτ ΰοψʺ χШ˔ЭЧ˔ЅϞГйРʺ

ʺИв˔ІЂϱЕσςΥ‰ΜἱΰτΚϤϘΰθΥʺ20-24⅞χֿבΜ τνΜοψά

Ϧϣχ χ ΥΚϘϤ‰ΨΚϤϘδϭπΰθʻSNSτνΜοψ 20-24⅞χ ϞЄ

рϽиЫЃ˔π Υ‰ΜἱΰτΚϤϘΰθʻάϦϣχ χ ΥΣΰσϓο Υ

‰Μρ Πθχψʺᾁ┤ϵрЅрπΰθʻάϦϣχὫᴮΤϣʺ τϢμο Ϟ

χ‰ΜЮДϰϯΥӰσϥάρΤϣʺẛ χЮДϰϯϞ ΰΜЮДϰϯσςʺ◦כτḩ

βϥ ψʺԏΦ Φ ˑσЮДϰϯΤϣ ΰοΜΨάρΥ σάρΥΜΠϥρ◘Μ

Ϙβʻ 
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令和２年～令和５年度 厚生労働科学研究費補助金 

女性の健康の包括的支援対策研究事業 

保健・医療・教育機関・産業等における女性の健康支援のための研究班 

保健・医療・教育機関・産業等における女性の健康支援に向けた手引書 

 

研究代表者 荒田尚子（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科 診療部長）  

研究分担者  高松 潔  (東京歯科大学病院 産婦人科学 教授)  

研究分担者  立花良之 (国立成育医療研究センター こころの診療部 診療部長)  

研究分担者  西岡笑子 (順天堂大学 保健看護学部 看護学科看護学科 教授)  

研究分担者  片井みゆき (政策研究大学院大学 保健管理センター 教授)  

研究分担者  高橋幸子 (埼玉医科大学 医療人育成支援センター・地域医学推進センター 助教)  

研究分担者  山本精一郎 (静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 教授)  

研究分担者  山上須賀 (国立がん研究センター 特任研究員)  

研究分担者  武藤香織 (東京大学・医科学研究所・教授)  

研究協力者  三戸麻子  (国立成育医療センター周産期・母性診療センター母性内科 医員)  

研究協力者 中村雅子 (国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科臨床研究員)  

研究協力者  本田由佳  （慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特任准教授） 

研究協力者  鈴木 瞳 (国立成育医療研究センター 周産期・母性診療センター 母性内科 研究員、

聖路加国際大学大学院 看護学研究科 国際看護学博士課程学生)    

研究協力者  堀江早喜  (国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科臨床研究員)  

研究協力者 宮原富士子 (NPO 法人 HAP（Healthy Aging Projects for Women）理事長（薬剤師）)  

研究協力者 若林由香子 (NPO 法人 HAP（Healthy Aging Projects for Women）社員)  

研究協力者  森 瑞貴   (政策研究大学院大学 片井研究室 研究員)  

研究協力者  田中ゆり  (政策研究大学院大学 保健管理センター 保健師)  

研究協力者  白須真鶴枝 (埼玉医科大学 研究補佐)  

研究協力者 黒山湖子 埼玉医科大学 研究補佐 

研究協力者 高田望 順天堂大学 業務委託 

研究協力者  今野淳一 (桐朋女子中学・高等学校 校長)  

研究協力者  吉川陽大  (桐朋女子中学・高等学校 保健体育科教諭 他 11 名)  

研究協力者  高田奈々  (小笠原町立小笠原中学校 主任教諭)  

研究協力者  野田さくら (小笠原町立小笠原中学校 養護教諭)  

研究協力者  岡本麻依  (京都府立朱雀高校定時制養護教諭)  

研究協力者  清水美春  (立命館大学大学院先端総合学術研究科一貫制博士課程 元滋賀県立高等学校

保健体育科教諭)  

令和 6年（2024年）3月発行 


